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新年のごああいあいさつさつ新年のごあい つ新年新年のごのごあああいさつ

市制 60周年記念ロゴマークと、
キャッチフレーズが決定されました。



新年のごあいさつ市長

五
條
市
長

　

太
田
好
紀

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
29
年
の
新
春

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
本
市
の
市
政
推
進
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
３
月
に
智
辯
学
園

高
等
学
校
野
球
部
が
第
88
回
選
抜

高
等
学
校
野
球
大
会
で
見
事
優
勝
、

４
月
に
は
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
開
院
、
10
月
に
は
五
條
市
上

野
公
園
総
合
体
育
館
「
シ
ダ
ー
ア

リ
ー
ナ
」
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
五
條

市
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
が
多
く

あ
っ
た
１
年
で
し
た
。

　

広
く
市
内
外
を
眺
め
て
み
れ
ば
、

常
に
困
難
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
私
た

ち
は
こ
れ
ら
と
向
き
合
い
、
慎
重

に
、
あ
る
い
は
果
敢
に
、
困
難
を

可
能
性
へ
と
変
え
、
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
念
願
の
京
奈
和
自
動

車
道
大
和
御
所
道
路
の
御
所
南
イ

ン
タ
ー
か
ら
五
條
北
イ
ン
タ
ー
区

間
が
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

奈
良
県
南
北
の
「
時
間
距
離
」
が

飛
躍
的
に
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、

空
の
玄
関
口
で
あ
る
関
西
空
港
も

一
段
と
身
近
な
存
在
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
條
市
に
と
っ
て
絶
大

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
新
た
な
翼
を
得
た
五
條
市

が
力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ

う
、
京
都
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌

山
と
南
和
地
域
を
結
ぶ
結
節
点
、

南
和
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
市
制
施
行
60
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
32
年

10
月
15
日
に
２
町
６
村
が
合
併
し
、

昭
和
34
年
１
月
１
日
に
１
村
を
編

入
、
さ
ら
に
平
成
17
年
９
月
25
日

の
旧
西
吉
野
村
と
旧
大
塔
村
と
の

合
併
に
よ
り
、
11
の
自
治
体
が
結

集
し
た
現
在
の
「
五
條
市
」
が
う

ま
れ
ま
し
た
。

　

60
年
と
い
え
ば
還
暦
、
リ
セ
ッ

ト
の
年
で
す
。
い
く
た
び
か
の
合

併
を
重
ね
て
き
た
五
條
市
が
、
さ

ら
に
60
年
先
を
見
据
え
、「
住
ん

で
よ
か
っ
た
元
気
な
五
條
市
」
を

実
現
す
る
た
め
、
よ
り
強
固
に
結

束
し
、
力
強
く
前
進
し
て
行
く
ス

タ
ー
ト
の
年
、
五
條
イ
レ
ブ
ン
の

キ
ッ
ク
オ
フ
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
お
一
人
お
ひ

と
り
が
、
パ
ス
を
つ
な
げ
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
主
体
で
す
。
そ
の
こ

と
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

あ
ら
た
な
一
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

市
制
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た

　

元
気
な
五
條
市
」
実
現
の
た
め
、
結
束
し
て
前
進
す
る
年
で
す
。

２新年のごあいさつ



新年のごあいさつ議長

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

  

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
ご
ろ
は
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
12
月
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
議
長
の
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
決
意
を
新
た
に
し
、
円
滑

な
議
会
運
営
と
本
市
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
塔
町
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
紀
伊
半
島

大
水
害
か
ら
、
今
年
で
６
年
目
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
復

旧
・
復
興
か
ら
、
さ
ら
な
る
振
興

に
向
け
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
国
・
県
・
市
と
と
も
に
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
大
淀
町
福
神
に
、
南
和
地
域

の
中
核
病
院
の
役
目
を
担
う
「
南

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
、

24 

時
間
３
６
５
日
、
救
急
搬
送
患

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
医
療
機
関

と
し
て
、
４
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
、
奈
良
県
中

南
部
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
活

動
の
拠
点
並
び
に
五
條
市
の
地
域

防
災
の
拠
点
と
も
な
る
総
合
体
育

館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
が
上
野

公
園
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
京
奈
和
自
動

車
道
が
和
歌
山
方
面
に
は
３
月
末

に
阪
和
自
動
車
道
ま
で
開
通
し
、

奈
良
方
面
に
は
夏
に
五
條
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
御
所
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通
す
る
予

定
で
あ
り
、
五
條
市
に
と
っ
て
は
、

交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
、
企
業

誘
致
の
促
進
や
南
和
地
域
の
玄
関

口
と
し
て
観
光
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
五
條
市
に
と
っ

て
、
市
制
60
周
年
の
節
目
の
年
と

な
る
た
め
、
市
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト

等
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
と
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担

う
世
代
の
た
め
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
五
條
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
皆
様
の
声
を
十
分
お

聴
き
し
な
が
ら
理
事
者
と
議
論
を

重
ね
、
五
條
市
発
展
の
た
め
、
議

会
活
動
に
な
お
一
層
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が

平
和
で
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸

せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

五
條
市
議
会
議
長

　

吉
田　

正

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
五
條
市
の
た
め
、

　

開
か
れ
た
議
会
、
身
近
な
議
員
が
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
ま
す
。

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



市
制
60
周
年
へ
の
取
組

　

五
條
市
は
、
今
年
市
制
施
行

60
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昭

和
32
年
10
月
15
日
に
「
五
條
市
」

が
誕
生
し
、
そ
の
後
、
い
く
た

び
か
の
合
併
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
に
は
、
様
々

な
記
念
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

10
月
15
日
に
は
市
制
60
周
年
を

記
念
す
る
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　　

12
月
２
日
に
開
会
さ
れ
た
五
條

市
議
会
12
月
定
例
会
で
、
太
田
市

長
が
市
政
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
五
條
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
の
主
な
も
の
を
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

紀
伊
半
島
大
水
害

　

復
興
祈
願
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
に
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
竣

工
記
念
と
、
５
年
前
の
紀
伊
半
島

大
水
害
で
被
災
さ
れ
た
大
塔
町
の

皆
さ
ん
に
ひ
と
時
の
心
の
休
息
を

取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
「
谷
村

新
司
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
・
コ
コ
ロ

の
学
校
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
谷
村
新
司
さ
ん
か
ら

も
歌
を
通
じ
て
大
塔
町
の
復
興
に

大
き
な
御
声
援
を
い
た
だ
き
、
市

内
外
か
ら
の
多
数
の
来
場
者
と
共

に
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

50
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　

新
庁
舎
整
備
の
取
組

　

市
民
の
代
表
か
ら
な
る
新
庁
舎

整
備
委
員
会
を
計
３
回
開
催
し
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
御
意
見
を

反
映
し
た
「
五
條
市
新
庁
舎
（
国
・

県
・
市
集
約
型
）
建
設
基
本
計
画

（
素
案
）」
を
取
り
ま
と
め
て
い
た

だ
き
、
11
月
に
答
申
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
五
條
市
へ

　

防
災
へ
の
取
組

　

10
月
22
日
、
23
日
に
近
畿
府
県

合
同
防
災
訓
練
及
び
五
條
市
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
は
、
高
市
総
務
大
臣
、

青
木
消
防
庁
長
官
、
荒
井
奈
良
県

知
事
、
鈴
木
陸
上
自
衛
隊
中
部
方

面
総
監
が
視
察
さ
れ
、
高
市
大
臣

か
ら
は
「
各
団
体
が
連
携
し
て
統

率
さ
れ
た
訓
練
で
評
価
で
き
る
」

と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
密

接
に
連
携
を
図
り
、
地
域
防
災
力

の
向
上
と
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

　

吉
野
郡
の
３
町
８
村
の
長
並
び

に
五
條
市
・
吉
野
郡
選
出
の
県
議

会
議
員
の
理
解
と
賛
同
を
得
て
、

奈
良
県
知
事
を
顧
問
と
し
た
「
奈

良
県
南
部
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘

致
推
進
協
議
会
」
の
設
立
総
会
を

10
月
31
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
奈

良
県
・
奈
良
県
南
部
の
自
治
体
と

連
携
し
誘
致
を
進
め
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

歯
と
口
腔
の

　

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

五
條
市
歯
科
医
師
会
や
五
條
市

医
師
会
等
の
協
力
の
も
と
、
健
康

な
口
腔
機
能
を
維
持
し
、
快
適
な

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、

９
月
に
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
歯
科
講
演
会
」
や
「
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
大
勢
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

平成 28年度の
市政の概要について報告します。

４市政の概要を報告します



五條市

日
本
一
の
柿
の
ま
ち
・
五
條

　

柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

10
月
に
日
本
最
大
の
青
果
市
場

で
あ
る
大
田
市
場
で
行
わ
れ
た
奈

良
の
柿
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
で
４
回
目
と
な

る
総
理
官
邸
表
敬
訪
問
を
10
月
21

日
に
行
い
、
関
係
各
位
が
一
致
団

結
し
、
五
條
市
の
柿
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

雇
用
創
出
で
地
域
を
元
気
に

　

企
業
誘
致
の
促
進

　

平
成
29
年
度
に
稼
動
予
定
で
あ

る
新
規
立
地
企
業
３
社
を
訪
問
し
、

工
場
立
地
並
び
に
五
條
市
独
自
の

奨
励
金
制
度
の
申
請
手
続
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

に
工
場
新
規
稼
動
の
企
業
２
社
並

び
に
工
場
増
設
稼
動
を
行
っ
た
企

業
１
社
に
対
し
て
も
、
企
業
立
地

促
進
奨
励
金
等
の
交
付
手
続
に
関

し
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
　京

奈
和
自
動
車
道

　

御
所
南
イ
ン
タ
ー
か
ら
五
條
北

イ
ン
タ
ー
間
の
開
通
時
期
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
省
奈
良
国
道
事

務
所
か
ら
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

平
成
28
年
度
内
の
開
通
が
、
平
成

29
年
夏
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
拠
点
に

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

　

10
月
５
日
に
多
数
の
関
係
者
の

出
席
の
も
と
、
竣
工
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
敬
老
会

や
市
民
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
等
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
イ
ベ

ン
ト
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
体
育
館
が
よ
り
多

く
の
人
々
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
利
用
の
促
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
飲
料
水
を
提
供

　

上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業

　

水
道
料
金
等
審
議
会
を
設
立
し
、

適
正
な
料
金
を
確
保
す
べ
く
料
金

改
定
の
水
準
や
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
簡
易
水
道
事
業
の
上

水
道
事
業
へ
の
事
業
統
合
を
行
う

と
と
も
に
、
簡
易
水
道
事
業
で
市

直
営
施
設
の
料
金
を
上
水
道
料
金

に
統
一
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
審
議
会
か
ら
内
容
の
確

認
を
受
け
ま
し
た
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
実
現

　

学
校
適
正
化
の
取
組

　

五
條
市
学
校
適
正
化
基
本
計
画

の
素
案
を
作
成
し
、
保
護
者
・
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
説
明
会

を
続
け
な
が
ら
、
参
加
者
か
ら
の

意
見
も
踏
ま
え
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
の
た
め
の
学
校
適
正
化
基
本

計
画
（
案
）
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
振
興

　

10
月
に
奈
良
県
と
五
條
市
・
橿

原
市
・
御
所
市
・
葛
城
市
の
５
者
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・
振
興
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
起
爆
剤
と
し
て
地
域
を

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化

す
る
た
め
の
連
携
と
協
力
に
関
す

る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

本年は念願の京奈和自動車道が開通します。京都・

奈良・和歌山を結ぶ結節点となり、南和地域の拠点

としてのまちづくりに取り組みます。また、10月に

市制 60周年を迎えるにあたり、市民が結束して前

進するスタートの年にしたいと考えています。

い
た

平
成

あ
る
と

館
係
者
の

開
催

敬
老
会

今年の文字は「結」としました。

５ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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日
本
一
の
柿
の
ま
ち
・
五
條

柿
の
里
ま
つ
り

　

J
A
な
ら
け
ん
西
吉
野
柿
選
果

場
に
お
い
て
、
柿
の
里
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
西
吉
野
の
若
手
柿
生
産
者
が

中
心
と
な
り
、
特
産
の
柿
を
P
R

す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
今
回
で
15

回
目
に
な
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
寒
い
１
日
で
し
た
が
、
柿
の

詰
め
放
題
や
模
擬
店
ブ
ー
ス
で
は

多
く
の
人
出
が
あ
り
、
会
場
は
熱

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

11/23

五
條
の
農
林
産
物
大
集
合

第
47
回
五
條
市

　

農
林
産
物
品
評
会

　

市
内
の
農
業
者
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
農
林
畜
産
物
が
出
品
さ
れ
、

そ
の
品
質
を
審
査
す
る
品
評
会
が

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
１
２
２
１
点
と
直
近
10
年

で
最
多
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
員

が
色
や
形
、
品
質
を
審
査
し
ま
し

た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
今

回
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。※

敬
称
略
（
地
区
・
品
目
）

11/11・12

■
最
優
秀
賞

　

中
上 

富
夫 

（
北
曽
木
・
松
本
早
生
）

■
奈
良
県
南
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

　

前
川 

徳
臣 

（
百
谷
・
富
有
柿
）

■
五
條
市
長
賞

　

伊
谷 

益
美 

（
野
原
西
・
白
菜
）

■
五
條
市
議
会
長
賞

　

吉
田 

義
一 

（
西
吉
野
柿
部
会
・
富
有
柿
）

■
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

　

田
中 

棟
一
（
三
在
町
・
キ
ャ
ベ
ツ
）

■
五
條
市
農
林
産
物
品
評
会
実
行
委
員
会
長
賞

　

南 

忠
宏
（
久
留
野
町
・
里
芋
）

■
奈
良
県
農
業
会
議
会
長
賞

　

北
芝 

壽
（
中
町
・
ナ
ス
）

■
五
條
市
農
業
委
員
会
長
賞

　

堀 

嘉
仁
（
西
新
子
・
富
有
柿
）

■
五
條
吉
野
農
業
推
進
協
議
会
長
賞

　

柏 

實
（
中
之
町
・
ネ
ギ
）

■
奈
良
県
家
畜
保
健
衛
生
所
長
賞

　

刀
谷 

紗
綾
香
（
中
之
町
・
た
ま
ご
）

■
奈
良
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

　

小
羽
根 

晴
美
（
黒
駒
町
・
江
戸
柿
）

■
南
和
農
業
共
済
組
合
長
賞

　

東
久
保 

正
（
霊
安
寺
町
・
米
）

■
奈
良
県
畜
産
会
長
賞

　

阪
本 

千
恵
子
（
中
之
町
・
た
ま
ご
）

■
奈
良
県
果
樹
研
究
会
長
賞

　

吉
田 

義
一 

（
西
吉
野
柿
部
会
・
富
有
柿
）

■
奈
良
県
林
業
改
良
普
及
協
会
長
賞

　

德
岡 

孝
志
（
阪
巻
・
黄
金
ヒ
バ
）

■
奈
良
県
花
き
植
木
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

松
井 

昭
博（
今
井
・
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
）

■ 

奈
良
県
椎
茸
組
合
連
会
長
賞

　

櫻
本 

健
斗（
上
之
町
・
生
し
い
た
け
）

岡
本
凌
徑
さ
ん

日
本
美
術
展
覧
会

　

入
選
を
報
告

　

第
３
回
日
本
美
術
展
覧
会
（
通

称
：
日
展
）
の
書
の
部
で
、
岡
本

凌
徑
さ
ん
の
出
展
作「
張
説
詩
」が

入
選
し
ま
し
た
。同
氏
の
入
選
は
平

成
18
年
の
初
入
選
以
来
９
回
目
で
、

市
役
所
を
訪
れ
て
入
選
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、奈
良
県
展
で
最
高
賞

の
県
展
賞
を
受
賞
し
、招
待
作
家
と

し
て
昨
年
の
奈
良
県
展
に
出
品
し

た
作
品「
照
古
観
今
」（
古
を
参
照
し
、

今
を
観
じ
る
）が
太
田
市
長
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

太
田
市
長
は「
ま
さ
に
自
分
の
た

め
の
言
葉
だ
」と
喜
び
、さ
っ
そ
く

市
長
室
の
壁
に
掲
げ
ま
し
た
。

11/16

作品を持って記念撮影する岡本氏と太田市長

柿の里娘とゴーカスターが会場を盛り上げました。

10mを超える好記録続出の柿の種飛ばし大会 柿を買い求める人々が多く詰めかけました。柿の詰め放題は大人気

表彰式のあと受賞者、入賞者の記念撮影が行われました。

６ごじょうフォトニュース
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五
條
の
歴
史
を
歩
い
て
体
験

「
ひ
げ
の
梶
さ
ん
」
と

　

健
康
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

　

観
光
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の「
ひ

げ
の
梶
さ
ん
」
こ
と
梶
本
晃
司
さ

ん
と
と
も
に
、
井
上
内
親
王
を
題

材
に
し
た
ウ
ォ
ー
ク
マ
ッ
プ
を
片

手
に
市
内
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
、
２

日
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
梶

本
氏
の
軽
妙
な
解
説
と
共
に
、
道

中
で
柿
や
ジ
ビ
エ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
J
R
五
条
駅
か
ら
御
霊
神
社
、

井
上
内
親
王
陵
、他
戸
親
王
陵
な
ど
、

ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
で
五
條
の
歴

史
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

11/12・13

11/20
総
合
体
育
館
竣
工
記
念

谷
村
新
司
さ
ん

 

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
の
竣
工
を

記
念
し
て
、
紀
伊
半
島
大
水
害
か

ら
の
復
興
を
祈
念
し
、
谷
村
新
司

さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
谷
村
さ
ん
の
有
名

曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
と
も
に
、
人

の
絆
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
、
市
内

の
小
中
学
生
で
構
成
さ
れ
る
児
童

合
唱
団
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
市
内
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

歴
史
に
思
い
を
は
せ
る

天
忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

in
東
京
を
開
催

　

五
條
市
、
安
堵
町
、
十
津
川
村
、

東
吉
野
村
の
４
市
町
村
に
よ
る
天

忠
組
市
町
村
連
携
協
議
会
は
、「
天

忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
東
京
」
を

東
京
都
渋
谷
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

旭
堂
南
陽
氏
の
講
談
や
「
幕
末

き
っ
て
の
歌
人
伴
林
光
平
と
天
忠

組
」
を
テ
ー
マ
に
対
談
が
行
わ
れ
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
３
０
０
人

の
歴
史
フ
ァ
ン
が
、
熱
心
に
天
忠

組
の
秘
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

11/14

井上内親王陵で参加者に説明する梶本氏

伴林光平の歌人としての面に注目した対談

児童合唱団と「サライ」を一緒に歌う谷村さん

道
の
駅「
吉
野
路
大
塔
」

T
E
Z
U
c
a
f
e

第
二
期
生
卒
業
式

　

道
の
駅
「
吉
野
路
大
塔
」
で

T
E
Z
U
c
a
f
e
（
テ
ヅ
カ

フ
ェ
）
を
運
営
し
て
い
る
、
帝
塚

山
大
学
食
物
栄
養
学
科
河
合
ゼ
ミ

の
T
E
Z
U
c
a
f
e
第
二
期
生

の
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
「
吉
野
路
大
塔
」
で
の

運
営
を
第
一
期
生
か
ら
引
き
継
ぎ
、

道
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
交
流
創
造
賞

受
賞
や
、
市
内
の
小
学
生
に
対
す

11/19

TEZUcafe の運営を行った二期生の皆さん、教授、保護者、太田市長の記念撮影

る
食
育
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
活

動
の
幅
を
広
げ
て
第
三
期
生
に
運

営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
中
で
営
業
利
益
か
ら
、

五
條
市
へ
の
寄
附
金
が
太
田
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
市
長
は
「
大
変
あ
り
が
た

い
取
組
。
社
会
に
出
て
も
、
五
條

市
で
頑
張
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

太田市長から一人ひとりに感謝状が贈られました。寄附金が手渡されました。

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る

五
條
市
防
災
講
演
会

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
『
東
日
本
大
震
災
』 

。
震
災
の

際
の
経
験
か
ら
、
大
規
模
に
被
災

し
た
自
治
体
へ
の
後
方
支
援
活
動

に
つ
い
て
、
岩
手
県
遠
野
市
長
の

本
田
敏
秋
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

遠
野
市
の
取
組
や
災
害
時
の
状

況
が
動
画
等
で
説
明
さ
れ
た
あ
と
、

本
田
氏
か
ら
「
遠
野
市
の
教
訓
が

五
條
市
が
紀
伊
半
島
の
後
方
支
援

拠
点
と
な
る
よ
う
役
立
て
ば
。」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

11/26

辰
己 

凛
さ
ん
・
角
谷 

海
美
さ
ん

第
44
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
U-

12
の
部
１
位
に

　

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
、

ス
タ
ジ
オ
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
ジ
ュ
ニ

ア
が
関
西
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
、
関
西
代
表
に
推
薦
さ
れ
て
、

千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
出
場
し
、
見
事
U-

12
の
部
で
全

国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
に
市
内
か
ら
同
チ
ー

ム
に
所
属
し
て
い
る
辰
己 

凛
さ
ん

（
牧
野
小
５
年
）
角
谷 
海
美
さ
ん

（
牧
野
小
４
年
）
が
市
役
所
を
訪
問

し
、
太
田
市
長
に
出
場
を
報
告
し

ま
し
た
。　

太
田
市
長
は
「
自
信
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

激
励
し
ま
し
た
。

12/11

五
條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

博
物
館
と
ま
ち
な
み
伝
承
館
に

　

A
E
D
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

五
條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

五
條
文
化
博
物
館
と
ま
ち
な
み
伝

承
館
の
２
施
設
に
A
E
D
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
が
各
１
台
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
終
了
後
、
五
條
消
防

署
の
指
導
の
も
と
で
、
五
條
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
風
の
つ
ば
さ
の
会
、

教
育
委
員
会
の
合
同
で
、
A
E
D

の
使
い
方
に
関
す
る
救
命
入
門
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11/20

五條ロータリークラブと風のつばさの会の皆さん、堀内教育長ら。

災害までの取組と、発生時の状況を説明する本田氏

辰己さん（写真中右）と角谷さん（写真中左）と記念撮影

市
内
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　

優
秀
作
品
を
表
彰

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、
次
の
皆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　

■
五
條
市
長
賞

　

齋
藤 

由
樹
さ
ん
（
智
辯
中
３
年
）

■
葛
城
納
税
協
会
会
長
賞

　

下
村 

遥
さ
ん
（
五
條
東
中
３
年
）

■
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

　

堀
内 

理
沙
さ
ん
（
五
條
西
中
３
年
）

■
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

　

野
川 

結
加
さ
ん
（
智
辯
中
３
年
）

12/８

写真左から野川さん、齋藤さん、下村さん、堀内さん

寸
劇
で
男
女
共
同
参
画
を
学
ぶ

五
條
市
男
女
共
同
参
画

　

講
演
会
を
開
催

　

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
性
別
に
関
わ

り
な
く
全
て
の
人
が
自
分
の
意
志

で
参
画
し
、
認
め
合
う
社
会
を
目

指
し
、
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
男
女
共
同
参
画
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て

男
女
共
同
参
画
い
き
い
き
サ
ポ
ー

タ
ー
チ
ー
ム「
い
き
サ
ポ
座
」が「
あ

な
た
の
周
り
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
気

づ
こ
う
」
と
題
し
、
寸
劇
仕
立
て

で
身
近
な
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

11/22

身近な話題から手作りされた寸劇

８ごじょうフォトニュース・くらしのメモ



家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は

毎
年
１
月
１
日
時
点
で
存
在
す
る

家
屋
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
家
屋
の
取
り
壊
し
の
届

出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
誤
っ

た
課
税
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
の
用
紙
は
税
務
課
窓
口
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

な
お
、
届
出
の
際
に
は
印
鑑
や
取

り
壊
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
資

料
（
領
収
書
や
写
真
な
ど
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課

　

（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

税務課からお知らせ
固
定
資
産
税

　

償
却
資
産
の
申
告

　
　

を
お
願
い
し
ま
す

■
償
却
資
産
と
は
？

　

土
地
や
建
物
以
外
で
、
会
社
や

個
人
が
事
業
用
に
所
有
し
て
い
る

資
産
（
広
告
塔
な
ど
の
構
築
物
や
、

機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
）
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
市
内
に
所
有
す
る
償
却

資
産
が
課
税
対
象
と
な
り
、
地
方

税
法
第
３
８
３
条
に
基
づ
き
、
市

長
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
申
告
の
方
法
に
つ
い
て

　

申
請
様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
固
定
資
産
税
係
ま
で
連

絡
し
て
申
請
書
を
送
付
し
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
法
人
の
場
合
は

所
得
税
の
申
告
に
お
け
る
減
価
償

却
明
細
、
固
定
資
産
を
管
理
し
て

い
る
帳
簿
等
を
参
考
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
期
限

　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
評
価
額
の
計
算
方
法
及
び
税
額
に
つ
い
て

　
　■

申
告
し
な
い
場
合
、

　
　

ま
た
は
虚
偽
の
申
告
を
し
た
場
合

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
地
方
税
法
第
３

８
３
条
に
よ
り
、
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
法
第
３
８
５
条
及
び
第
３
８

６
条
に
よ
り
、
虚
偽
の
申
告
に
は
懲
役
又
は

罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し
な
い

場
合
は
過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず

期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課

　

（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

※リース資産については原則、リース会社が申告義務を負うことになります。
※自動車税・軽自動車税の対象となる車両は対象から除かれます。

■平成27年以前に取得した資産　

平成27年度の評価額×（１－減価率※）＝評価額
■平成28年に取得した資産　

取得価額×（１－減価率÷２）＝評価額
※減価率　耐用年数表(財務省令)に掲げられている「６耐用年数」

に応じて定められています。ただし平成20年の税制改正で「機械

及び装置」を中心に耐用年数等が改正されていますので、注意し

てください。

税額＝課税標準額（通常は評価額）×税率1.4％

業　　種 申告対象となる主な償却資産の例示 

共通 

駐車場設備、受変電設備、舗装路面、外構、ネオンサイン、広告塔、中央監視制

御装置、応接セット、キャビネット、パソコン、コピー機、テレビ、レジスター、

ルームエアコン、ＬＡＮ設備、自動販売機 等 

小売店 商品陳列ケース、陳列台、冷蔵庫、冷凍庫 等 

飲食店 接客用家具、厨房設備、カラオケセット、冷蔵庫、冷凍庫、製氷機 等 

理・美容院 理美容椅子、洗面設備、タオル蒸し器、サインポール、テレビ 等 

医院・歯科医院 各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、心電計など）、各種キャビネット 等 

駐車場 柵、照明などの電気設備、駐車装置 等 

製造業 
製造設備、施盤、金型、プレス機器、洗浄給水設備、構内舗装、溶接機、貯水設

備、福利厚生設備、梱包機 等 

建設業 フォークリフト、パワーショベル、発電機 等 

クリーニング 洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ボイラー、ビニール包装設備 等 

ガソリンスタンド オイルチェンジャー、洗車機、独立したキャノピー、給油配管設備 等 

太陽光発電設備  
太陽光パネル、架台、接続ユニット、パワーコンディショナー、表示ユニット、

電力量計 等 

 

事
業
者
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う

９ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



国
民
健
康
保
険
の
し
く
み

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
場
合
に
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

加
入
者
が
普
段
か
ら
お
金
（
保
険

税
）
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
の
負

担
を
支
え
合
う
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。五條市

（保険者）
加入者

（被保険者）

国保連合会
（審査委員会） 医療機関

保険税を支払う

医療給付を行う

国保連合会
を通じて
医療費を支払う

医療費を請求する

審
査
結
果
を

報
告
す
る

負
担
金
を

支
払
う

治
療
を
す
る

国民健康保険のしくみ

■
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
の
増
加

な
ど
に
と
も
な
っ
て
医
療
費
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け

れ
ば
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
保
険

税
負
担
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
行
い
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
、
医
療
費
の
節
減
や
保
険
税
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
で
医
療
費
は
節
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

☝
食
生
活
の
見
直
し
や
運
動
不
足

の
改
善
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が

日
頃
か
ら
健
康
な
身
体
作
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

☝
健
康
診
断
や
各
種
検
診
を
積
極

的
に
利
用
し
て
病
気
の
予
防
や

早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

☝
か
け
も
ち
受
診
や
時
間
外
・
休

日
受
診
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し

ょ
う
。

■
申
請
・
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

■
特
定
健
診
の
受
診
は
１
月
31
日

ま
で
で
す

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の

人
は
、
指
定
医
療
機
関
で
受
診
で

き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※

受
診
に
は
医
療
機
関
へ
の
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
職

場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
等
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
す
べ
て
五
條
市
国
保
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す

保険課からお知らせ

受
診
は

１
月
31
日
ま
で
！

加がけ険ままい
、、

と負負な

１
月
31
日
ま
日
ま
日

で
！
で
！

もう済ませましたか !

 年に一度の

 特定健診

給与支払者は

給与支払報告書を
提出してください

平成２８年中に従業員に給与を支払った人や会社（給与支払者）

は、従業員の住んでいる市町村に給与支払報告書を提出する義務

があります。パート・アルバイトの人の報告書も提出の対象です。

▼提出期限は１月３１日（火）です。

▼平成２９年度（平成２８年分）からの給与支払報告書について

は個人番号（マイナンバー）の記載が必要となります。
■問合先　税務課市民税係

　            （内線２５６、２９８）

新町「大野屋」出店者募集 起業家
支援施設

　新町通りの憩いの場としてにぎわう「大野屋」。　
これから飲食業を始めたいと考える起業家さんの腕試し
の場として、日替わり、週替わりで食堂スペースを貸出
しています。また、食堂スペース以外にもカフェスペー
ス、展示スペースの出店者も募集していますので、興味
のある人は、問い合わせてください。

■問合先　企業観光戦略課（内線２１５）

10くらしのメモ



ゴ
ミ
の
野
焼
き
は
禁
止
で
す

　

ご
み
の
野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
に
よ
り
、
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
の
使
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
野
焼
き
禁
止
の
例
外

▼
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

そ
の
施
設
の
管
理
の
た
め
に
必

要
な
廃
棄
物
の
焼
却

▼
震
災
、
災
害
の
予
防
、
応
急

対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必

要
な
廃
棄
物
の
焼
却

▼
風
俗
習
慣
上
、
ま
た
は
、
宗

教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必

要
な
廃
棄
物
の
焼
却

▼
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

■
焼
却
炉
の
構
造
基
準

▼
ご
み
を
焼
却
室
で
摂
氏
８
０
０

度
以
上
の
状
態
で
燃
や
す
こ
と

が
で
き
る

▼
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
ご

み
を
焼
却
室
に
投
入
で
き
る

▼
焼
却
室
の
温
度
を
測
定
で
き
る

温
度
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る

▼
高
温
で
焼
却
で
き
る
よ
う
に
助

燃
装
置
が
あ
る

▼
焼
却
に
必
要
な
量
の
空
気
の
通

風
が
行
わ
れ
て
い
る

※

家
庭
に
あ
る
小
型
焼
却
炉
の
ほ

と
ん
ど
は
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
の
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※

前
記
の
例
外
で
あ
っ
て
も
、
生

活
環
境
に
支
障
を
与
え
、
苦
情

が
あ
る
場
合
は
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
相
談
・
問
合
先

　

生
活
環
境
課
（
内
線
３
８
８
）

生活環境を守ろう！
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
確
保
の
た
め

■
提
出
書
類

①
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

②
住
民
票
（
世
帯
全
員
分
・
本
籍

地
記
載
）

③
死
亡
者
と
の
続
柄
が
確
認
で
き

る
戸
籍
（
除
籍
）
謄
本

④
埋
火
葬
許
可
証
（
火
葬
証
明
書
）

の
コ
ピ
ー

■
現
地
見
学
会
日
程　
　
　
　
　

　

１
月
15
日
（
日
）
９
時
〜
11
時

※

受
付　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
横

（
岡
町
２
１
０
番
地
の
１
）

■
注
意
事
項

※

同
一
の
死
亡
者
に
対
し
て
複
数

の
人
が
申
請
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
主
と
し
て
墓
を
ま
つ

る
人
を　

親
族
間
で
決
め
た
う

え
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※

墓
地
の
引
渡
は
３
月
中
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※

募
集
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

配
付
す
る
募
集
要
項
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

　
（
内
線
３
９
１
）

市
営
墓
地
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

国道24号 本陣交差点 

京奈和 
五條インター 

給食 
センター 旧五條 高校跡地 

宇智体育館 
五條高校 

新墓 
 

JR五条駅

■墓地位置図

■募集区画

※今回の募集区画は、返還墓地です。

■
申
請
資
格

　

次
の
①
〜
⑥
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

①
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

１
年
以
上
引
き
続
き
市
内
に
住
民
登

録
ま
た
は
本
籍
地
が
あ
る
人

②
主
と
し
て
墓
を
ま
つ
る
人

③
現
在
配
偶
者
、
父
母
、
祖
父
母
ま
た

は
子
の
焼
骨
を
所
有
し
て
い
る
人

④
当
選
後
、
３
年
以
内
に
墓
石
を
建
立

で
き
る
人

⑤
現
在
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
が

市
営
墓
地
の
区
画
を
使
用
し
て
い
な

い
人

⑥
永
代
使
用
料
を
一
括
納
付
で
き
る
人

■
申
請
書
類
配
布
・
受
付
場
所

　

▼
市
役
所
生
活
環
境
課

※

西
吉
野
支
所
、
大
塔
支
所
で
は

申
請
書
の
配
付
お
よ
び
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

※

郵
送
に
よ
る
書
類
の
請
求
お
よ

び
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
書
類
受
付
期
間　

１
月
４

日
（
水
）
〜
１
月
20
日
（
金
）

名  称 募集区画数 位  置 

五條市墓地（新墓） ２区画 岡町 233番地、236番地 

種  類 永代使用料 

2.25 平方メートル墓地（1.5ｍ×1.5ｍ） 301, 500円 

市営墓地利用者募集

11 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



地
域
福
祉
の
た
め
に
活
動

　

平
成
28
年
12
月
１
日
付
で
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
次
の
み

な
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
相
談
役
と

し
て
、
ま
た
行
政
と
市
民
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
任
期

は
３
年
で
す
。

※

氏
名
（
敬
称
略
）、担
当
地
区
（
自
治
会
名
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

■
地
区
担
当
民
生
委
員
児
童
委
員

■
五
條
地
区

▼
杉
田
好
雄　

東
浄
八
幡
・
東
浄
八
幡
西
・

此
花
・
緑
・
相
栄
南

▼
向
井
陽
子　

東
ウ
ベ
ヤ
・
ウ
ベ
ヤ
・
西
東

浄
・
東
浄
本
町

▼
青
木
伊
佐
治　

鉄
屋
橋
・
八
王
子
・
北
相

互
・
相
互
・
戎
橋
西
之
・

中
之
・
新
町
１
丁
目

▼
時
永
義
成　

下
岡
・
栄
・
相
栄
本
・
相
栄

北

▼
清
水　

勝　

芝
添
・
西
岡
団
地

▼
杉
中
宏
平　

阪
下
・
辰
巳
・
東
中
之
・
南

辰
巳
・
鳥
居
・
魚
之
棚
・
北

中
・
西
口
・
北
之
・
商
中

▼
池
ヶ
谷
佳
憲　

東
田
中
・
南
田
中
・
田
中
・

　

田
中
桜
筋
・
東
田
中
団
地

▼
松
井
き
ぬ
子　

日
之
出

▼　

岡
悦
子　

共
栄
・
寺
之

▼
村
下
好
文　

豊
国

▼
田
川　

孝　

上
之
島

▼
荒
谷
友
子　

本
陣
・
阪
中
・
須
恵
西
本

▼　

尾
久
美　

大
正
・
大
道
・
若
葉

▼
吉
田
慶
次　

須
恵
本
町
・
井
上

▼
中
川
千
恵
子　

南
和
・
末
広

▼
林　

金
子　

岡
口
南
・
岡
口
東

▼
中
南
智
子　

岡
口
北
・
岡
口
東
Ａ

▼
吉
村　

守　

宮
前
・
東
出
・
神
宮
寺

▼
中
村
幸
子　

大
手
・
新
町
市
之
・
新
町
中

之

▼
堀
木
初
子　

堺
筋

▼
赤
松
祐
光　

神
田
・
新
町
西

▼
谷
口
由
美　

二
見
本
町
１
丁
目
・
二
見
本

町
２
丁
目
・
二
見
中
之

▼
辻
本
衡
司　

二
見
西
本
・
二
見
北
之
・
二

見
駅
前
通

▼
坂
本
義
己　

二
見
本
郷
・
二
見
大
日
・
二

見
神
社
前

▼
髙
木　

修　

二
見
公
園
南
之
・
二
見
公
園
・

西
寄
足

▼
伊
東
悠
久
子　

川
端
・
二
見
南
之

▼
川
元
憙
釋　

東
寄
足
・
二
見
公
園
東
之
・

山
王

■
野
原
・
南
宇
智
地
区

▼
中
谷　

孝　

東
町
・
上
之
段

▼
藤
谷
昭
夫　

光
陽
町

▼
瓦
谷
啓
次　

土
取
・
小
和
田
・
東
宮

▼
西
川
嘉
宥　

北
中
之
・
南
中
之
・
西
町

▼
西
前
榮
夫　

南
川
原
・
北
川
原
・
野
原
旭

▼
堀　

邦
男　

瓦
谷
・
池
芝
・
上
田
・
走
井

▼
岡
本
良
造　

中
村
・
東
小
松
・
西
小
松

▼
林　

正
信　

南
出

▼
谷
口　

司　

下
牧
・
野
原
東
町
・
中
牧

▼
水
口
啓
治　

大
川

▼
水
取
勝
美　

北
霊
安
寺
・
中
霊
安
寺
・
南

霊
安
寺

▼
北
田　

美　

御
山
上
・
御
山
下

▼
丸
山
和
代　

良
峯
・
市
篠
・
向
霊
安
寺

▼
吉
原
源
吉　

丹
原
上
・
丹
原
中
・
丹
原
下
・

生
子

■
宇
智
地
区

▼
西
尾
和
代　

一
進
池
之
・
今
井
旭
・
豊
福

▼
川
西
早
希
子　

西
明
寺
・
安
生
寺
・
治
昭
・

　

今
井
垣
内
・
今
井
不
動

▼
窪
田　

勝　

有
家
県
営
住
宅
Ａ
Ｂ
・
寺
の

前
・
南
岡

▼
椋
本
敏
雄　

越
替
・
有
家
・
有
家
市
営
住

宅
・
西
岡

▼
平
井
歌
津
代　

大
谷
・
長
曽
・
川
原
伝
・

　

下
川
原
・
宇
野
・
上
茶
屋

▼
平
岡
義
朗　

天
神
・
新
今
井
団
地
・
笠
之

辻
東

▼
窪
田
家
三　

小
島
・
六
倉
・
上
垣
内
・
小

島
台
団
地

▼
長
尾
三
幸　

南
垣
内
・
バ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
桝
竹
美
千
代　

笠
之
辻
西
・
内
川
・
今
井

　

団
地
・
幸

■
牧
野
地
区

▼
天
野
忠
和　

東

窪
・
南

窪
・
新
栄

▼
庄
司
美
代　

大
沢
・
木
ノ
原
・
畑
田
・
な

つ
み
台

▼
刀
谷
敏
博　

下
中
・
中
筋
・
寺
尾
・
山
出

▼
岡
田
博
司　

上
之
・
北
山
・
水
沢

▼
御
山
明
美　

下
之
・
西

窪
・
山
之
原

▼
北
林
照
子　

田
園
１
丁
目

▼
山
田
節
子　

田
園
２
丁
目

▼
元
谷
隆
志　

田
園
３
丁
目

▼
宮
尾
定
代　

田
園
４
丁
目
A
（ 

１
番
〜

35
番
）・
北
町
・
北
中
町
・

東
町
・
東
中
町
・
南
町

▼
岡
本
久
子　

田
園
４
丁
目
B
（
36
番
〜
53
番
）・

中
町
・
南
中
町
・
西
町

▼
上
田
卓
司　

田
園
５
丁
目

■
阪
合
部
地
区

▼
遠
山
陽
子　

黒
駒
・
大
野

▼
小
林
あ
け
み　

大
深
・
田
殿

▼
亀
本
千
世　

樫
辻
・
大
平
・
阪
合
部
新
田

▼
萩
原
妙
子　

中

▼
外
山
幸
子　

上
野
・
相
谷
・
犬
飼

▼
水　

正
雄　

大
津
・
火
打

▼
西
井
良
榮　

表
野
・
山
陰

■
北
宇
智
地
区

▼
森
本　

修　

久
留
野
・
西
久
留
野

▼
植
田
善
則　

近
内

▼
栗
本
愉
于
子　

西
河
内
・
富
の
里

▼
増
田
や
よ
い　

小
和

▼
亀
田
清
司　

住
川

▼
幸
田
美
幸　

居
伝
・
小
山
・
出
屋
敷

▼
岡
北
光
子　

新
居
伝
・
促
進
住
宅
・
エ
ル

ベ
タ
ウ
ン
第
１

▼
中
谷
一
郎　

県
営
住
宅
・
エ
ル
ベ
タ
ウ
ン

第
２
・
エ
ル
ベ
タ
ウ
ン
第
３

■
阿
太
地
区

▼
佐
野
富
夫　

島
野
・
湯
谷

▼
米
田
正
人　

市
塚
・
車
谷

▼
小
西　

椹　

滝

▼
小
川
啓
子　

南
阿
田
・
八
田

▼
武
信
駿
六　

東
阿
田

▼
井
元
千
春　

西
阿
田

▼
北　

正
治　

山
田
・
原

▼
梶
谷
加
余　

大
野
新
田

■
西
吉
野
地
区　

▼
上
辻
範
英　

百
谷
・
赤
松

▼
岩
井
恵
照　

和
田
・
屋
那
瀬
・
向
加
名

生

▼
平　

孝
司　

大
日
川
・
黒
渕

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　
（
内
線
２
７
５
）

▼
岡
田
義
一　

永
谷

▼
井
田
栄
子　

本
谷
・
茄
子
原
・
平
雄

▼　
　

里
代　

十
日
市
・
鹿
場
・
小
古
田
・

南
山

▼
中
谷
良
行　

阪
巻
・
西
野

▼
青
木
さ
よ
子　

唐
戸
・
尼
ヶ
生
・
八
ッ
川

▼　

谷　

守　

湯
塩
・
北
曽
木

▼
辻
本
榮
子　

川
岸
・
陰
地
・
城
戸

▼
東
田
中
君
江　

湯
川
・
平
沼
田

▼
馬
場
千
代
子　

勢
井
・
西
日
裏
・
川
股

▼
戌
亥
和
代　

宗
川
野
・
立
川
渡

▼
堀　

春
子　

大
峯
・
津
越
・
桧
川
迫

▼
坂
本
み
さ
子　

奥
谷
・
夜
中
・
西
新
子

▼
藤
谷
光
一　

神
野
・
老
野
・
江
出
・
滝

■
大
塔
地
区

▼
橋
本
光
代　

宇
井
・
清
水
・
赤
谷

▼
福
本
律
子　

中
井
傍
示
・
惣
谷
・
篠
原

▼
竹
原
順
子　

堂
平
・
飛
養
曽
・
引
土

▼
辰
己
和
代　

天
辻
・

▼
泉
井
春
樹　

阪
本
・
中
原
・
小
代
・
中
原

開
拓

▼
多
田
秀
耕　

辻
堂
・
殿
野
・
閉
君

■
主
任
児
童
委
員

五
條
地
区　

堀 

美
津
子　

古
川
育
子

野
原
・
南
宇
智
地
区　
　

 

佐
智
代　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
睦
子

宇
智
地
区　

阪
口
眞
智　

窪
田
京
子

牧
野
地
区　

樫
内
佳
子　

則
枝
和
孝

阪
合
部
地
区　

犬
飼
章
子　

赤
阪
希
子

北
宇
智
地
区　

栗
本
雅
代　
　

尾
み
ど
り

阿
太
地
区　

本
田
和
子　

森
田
伸
子

西
吉
野
地
区　

上
西
優
子　

倉
本
め
ぐ
み

大
塔
地
区　

橋
本
光
代　

竹
原
順
子

民生委員は地域の身近な相談相手です

12くらしのメモ



１⽉、２⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先
　カルム五條 ( 内線２９０)

９時〜１６時 急病患者の応急処置

応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日深夜

橿原市休日夜間応急診療所

■

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二次救急医療機関
　の診療をお勧めする場合があります。受診前に電話で確認して
ください。
※マスクを着用してお越しください。

応急を要する

小児科の診療

０時～６時

   

 

１月１日（日・祝） ２日（月） ３日（火） ８日（日）

９日（月・祝） １５日（日）

中之町１７７１－３３

杉﨑医院
☎２４・０００３

岡口１丁目２－２２
右馬医院

☎２２・２２８１

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６・１２１２

２９日（日）２２日（日）

須恵２丁目６－２１
足立医院

☎２５・３９３９

五條３丁目２－２０
中西クリニック
☎２５・２７６０

中之町１７７１－３３

杉﨑医院
☎２４・０００３

五條３丁目２－２０
中西クリニック
☎２５・２７６０

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６・１２１２

野原西４丁目９－25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

   

 

２月５日（日） １１日（土・祝） １２日（日） １９日（日）

２６日（日）

須恵 2丁目１－25
山田医院

☎２２・２０３９

五條１丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

切り取って保管しましょう

カルム五條 ( 内線２９０)ください。
※マスクを着用してお越しください。

槇野医院
☎２２・２００４

切り取切り取って保管して保管しましょうましょう

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、

災
害
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
平

成
25 
年
度
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、

災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
で
支
援
が
必
要
と
な
る
人
の

名
簿
を
作
成
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
災
害
時

の
支
援
活
動
・
安
否
確
認
な
ど
に
活

用
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
事
前
の
名
簿
情
報

の
提
供
に
つ
い
て
の
同
意
・
不
同
意

を
確
認
す
る
た
め
、
対
象
者
に
対
し

「
情
報
提
供
同
意
書
」
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
平
成
26
年
度
に
名
簿
登
録

の
同
意
・
不
同
意
の
意
向
の
確
認
が

と
れ
て
い
な
い
人
及
び
そ
れ
以
降
対

象
と
な
る
人
に
対
し
て
「
情
報
提
供

同
意
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
今
月
か

ら
地
域
別
に
順
次
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

在
宅
者
で
災
害
時
に

自
力
で
避
難
が
困
難
な
次
に
あ

て
は
ま
る
人

① 

身
体
障
が
い
者　

１
級
・
２
級

② 

知
的
障
が
い
者　

Ａ
１
・
Ａ
２

③ 

精
神
障
が
い
者　

１
級
・
２
級

④ 

障
が
い
支
援
区
分
認
定
者

　

区
分
４
以
上

⑤ 

要
介
護
認
定
者　

要
介
護
３
以
上

⑥ 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

　

ま
た
は
日
中
独
居
の
高
齢
者

⑦ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

⑧ 

そ
の
ほ
か
市
が
必
要
と
認
め
る
者

※

登
録
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
送
付
し
て

い
る
書
類
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先

▼
名
簿
の
登
録
に
関
す
る
こ
と　

　

介
護
福
祉
課
（
内
線
２
４
９
）

▼
防
災
に
関
す
る
こ
と

　

危
機
管
理
課
（
内
線
３
７
０
）

五條市役所内に「五條市ふるさとハローワーク」が設置されています。

■職業相談・職業紹介

■求人検索システムやパソコンを活用した求人情報の提供

　（ハローワーク下市と同じものです）
※求人の新規申込み等事業所関係手続・雇用保険関係業務は取り扱っておりません。

五條市ふるさとハローワーク

利用時間

所在地

月～金　８時３０分～１７時
※土曜、日曜、祝日、年末年始は閉庁しています。

問合先 ふるさとハローワーク
☎２２・０１０３
FAX２２・１５０３
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申込・問合先

建設課 （内線 279）

　

鳥
獣
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
電
気
柵
や

金
網
柵
等
の
設
置
を
希
望
す
る
自
治
会
・
集

落
等
の
農
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
に

電
気
柵
・
金
網
柵
等

　

を
設
置
し
ま
せ
ん
か

■
対
象
と
な
る
動
物

　

イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
、ニ
ホ
ン
ザ
ル

■
申
込
締
切　

１
月
31
日（
火
）

■
設
置
の
条
件

①
地
域
・
集
落
等
の
営
利
目
的
で
な
い
団
体
で
あ

る
こ
と
。（
団
体
の
規
則
が
必
要
で
す
）

②
受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
。

③
費
用
に
対
し
て
効
果
が
十
分
に
あ
る
こ
と
。

④
現
に
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、ま
だ
柵
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
い
な
い
農
地
。

⑤
個
人
等
の
農
地
で
な
く
、集
落
と
し
て
効
果
の

あ
る
設
置
場
所
で
あ
る
こ
と
。

■
地
元
負
担
金　

基
準
と
な
る
単
価
を
超
え
た
場

合
は
地
元
負
担
金
が
必
要
で
す
。（
最
大
で
資
材

費
の
45
％
。）

■
施
工
方
法　

市
が
資
材
を
調
達
し
ま
す
の
で
、

申
込
者
自
身
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

※

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
で
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
政
策
課　
（
内
線
４
１
０
）

鳥獣被害防止

こ
ん
な
と
き
に
は

　

許
可
・
届
出
が
必
要
で
す

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

■
農
地
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い

　

農
地
の
許
可
申
請
や
、
自
ら
耕
作
で
き
な
い
な

ど
、
農
地
の
利
用
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
地
元
の

農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

農地で困っている人へ
　

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、
転
用
等
を
す
る
と

き
は
あ
ら
か
じ
め
農
地
法
に
基
づ
く
農
業
委
員
会

の
許
可
及
び
届
出
が
必
要
で
す
。

■
農
地
の
ま
ま
所
有
権
移
転
や
、　

貸
し
借
り
を

す
る
と
き
（
第
３
条
関
係
）

　

知
人
や
家
族
等
に
売
買
・
贈
与
・
貸
し
借
り
な

ど
を
す
る
場
合
（
相
続
を
除
く
）
市
内
全
域
の
す

べ
て
の
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
変
更(

農
地
転
用)

す
る
と
き
（
第
４
条
、
第
５
条
関
係
）

　

農
業
用
倉
庫
・
農
家
住
宅
・
資
材
置
場
・
太
陽

光
発
電
・
駐
車
場
・
農
地
造
成
等
に
す
る
場
合
は
、

奈
良
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、
市
街
化
区
域
内
の
場
合
は
農
業
委
員

会
へ
の
届
出
と
な
り
ま
す
。
無
断
で
転
用
し
た

場
合
は
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

※

申
請
は
毎
月
25
日
締
切
で
す
。

■
問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
７
１
）

分電盤に内蔵されたセンサー
が揺れを感知し、ブレーカー
を落として電気を遮断。

分電盤に感震機能を外付け
するタイプで、漏電ブレー
カーが設置されている場合
に設置可能。

コンセントに内蔵されたセン
サーが揺れを感知し、コンセン
トから電気を遮断。

ばねの作動や重りの落下に
よりブレーカーを落とし
て、電気を遮断。

約５～８万円（標準的なもの） 約２万円 約 5,000 円～２万円 約 3,000 円～ 4,000 円

電気工事が必要 電気工事が必要なタイプと、コンセ
ントに差し込むだけのタイプがある。

電気工事が不要電気工事が必要

分電盤タイプ（内蔵型） 分電盤タイプ（後付型） コンセントタイプ 簡易タイプ

感震ブレーカーの種類

■問合先　危機管理課（内線３６２）感震ブレーカーを知っていますか
地震による停電から復旧した際に、転倒した電気製品などが原因で、火災が発生することがあります。感

震ブレーカーとは、地震の揺れを検知してブレーカーを落とす装置で、復旧後の通電による火災を防止す

るのに役立ちます。　工事不要ですぐに設置できるタイプもありますので、火災防止にぜひご活用ください。

非常時に備えましょう
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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

学
生
の
人
や
収
入
が
少
な
く
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
未

納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
国
民
年
金

保
険
料
「
学
生
納
付
特
例
」
や

「
免
除
・
納
付
猶
予
」
の
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し

て
「
老
後
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス
」

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

豊
か
な
老
後
生
活
を
送
る
た
め
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
加
入
で
き
る
人
は
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
、
お
よ
び
日
本
国

内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
国
民
年
金
任
意
加
入
者

で
す
。

■
国
民
年
金
基
金

　
　

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
基
本
は
終
身
年
金
。
だ
か
ら

長
い
老
後
生
活
に
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
税

金
が
お
得
で
す
。

③
年
金
額
が
確
定
し
、
掛
金
額

も
一
定
で
す
。

④
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、

年
金
額
や
受
取
期
間
を
設
計

で
き
ま
す
。

⑤
万
が
一
の
時
に
は
、
家
族
に

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
Ｂ
型
を
除
く
）

忘
れ
ず
加
入
手
続
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス

国民年金に加入しましょう

国民年金基金
■問合先

奈良国民年金基金

（奈良市大宮町４丁目２５５

　まつもりビル２－３０２号室）

☎０７４２・３６・５７６１

フリーダイヤル

☎０１２０・６５・４１９２

※詳しい資料が必要な人は、

　気軽に問い合わせてください。

ホームページは、

　　　　　　　　　　　　　で検索
奈良国民年金基金

祝新成人

■内　容　五夢りんとキッズダンサーズのダンス
　　　　　式典、意見発表、和装マナー講座
■場　所　五條市市民会館ホール
　　　　　（本町３丁目１－１３）
■問合先　生涯学習課（内線８２５）

五條市成人式を次のとおり開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。

※午後 3時ごろ終了予定

■
国
民
年
金
の
保
険
料

　

月
額
１
６
２
６
０
円
（
定
額
）

　

※

平
成
28
年
度
分

■
加
入
手
続

▼
自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、

　

学
生
等
（
第
１
号
被
保
険
者
）

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
「
国
民

年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」

が
20
歳
の
誕
生
日
の
前
月
に
届
き

ま
す
の
で
、
市
役
所
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

届
出
を
し
ま
す
。

▼
会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）

　

配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
勤
務
先
を
通
じ
て
「
国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」

を
年
金
事
務
所
に
届
出
を
し
ま
す
。

■
問
合
先

▼
市
民
課
年
金
係

（
内
線
２
６
８
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
も
、

基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負
担
で

す
。
ま
た
、
賃
金
や
物
価
の
変
動

に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
大
変
有
利
で
す
。
た

だ
し
、
加
入
の
手
続
き
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
て
、
老
後
の
所

得
保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お

互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

1月8日
（日）

※「成
人の日

」前日
の日曜

日

　午後１
時から

受付

　午後
１時３

０分開
式
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大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

各回 子ども1人100円、2人130円　
■申込・問合先　にじいろ電車代表代理  田代
　児童福祉課（内線349）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車体
重
測
定
と

手
形
（
足
形
）
ア
ー
ト

ム
ー
ミ
ン
谷
保
育
園
の

保
育
士
さ
ん
に
よ
る

出
張
保
育

■
時
間　

10
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
11
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

１/19
（木）

２/２
（木）

12/１
（木）

サンタさんの登場に、
子どもたちは大よろこび！プレゼントをもらって、

みんなで集合写真！

こそだてひろば

生後
６か月～

１歳児
対象

バンビの広場　

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と

保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

ぴよぴよの広場　

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 い

っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
お
い
で
！
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

２歳児
 対象

おたまじゃくしの広場　

毎週水曜10時
　　　　　～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

つどいの広場　

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催）

１歳～
　５歳

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
在
住
の

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
過
ご
せ
る

施
設
で
す
。
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
読
書
や
宿
題
を
す
る

な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

毎週木曜10時～11時
（H25.4/2～H26.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

第１
月曜日

毎週火曜10時
　　　　　～11時
（H27.4/2生～)

前日までに申し込んでください。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

　
に
じ
い
ろ
電
車
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
親
子
と
も
に
サ
ン

タ
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
が

　

カ
ル
ム
に
来
た
よ

16こそだてひろば



平
成
29
年
度 

学
童
保
育
所
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

健
全
な
遊
び
を
提
供
し
ま
す

■
保
育
内
容

▼
保
育
日
時　

平
成
29
年
４
月
１

日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
（
日

曜
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
所
）

▼
月
〜
金
曜
日　

13
時 

〜
17
時

▼
土
曜
日　

９
時 

〜 

17
時

▼
学
校
休
業
日
（
春
・
夏
・
冬
休

み
な
ど
）　

９
時 
〜 

17
時

※

18
時
30
分
ま
で
延
長
あ
り

■
保
育
料　

出
席
日
数
に
か
か
わ

ら
ず
児
童
１
人
に
つ
き
、
月
額

５
０
０
０
円
。
２
人
目
か
ら
は

１
人
に
つ
き
、
月
額
２
５
０
０

円
（
お
や
つ
代
お
よ
び
教
材
費

は
別
途
５
０
０
円
徴
収
）

■
入
所
資
格

▼
平
成
29
年
度
に
市
内
の
小
学
校

に
在
籍
す
る
児
童 

▼
放
課
後
、
保
護
者
等
が
仕
事
や

病
気
な
ど
で
不
在
と
な
り
、
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
。

名称  場所  定員  対象学年  

牧野学童保育所  牧野小学校地内  30人 

1年生  

～6年生  

田園学童保育所  田園 3丁目集会所内  30人 

北宇智学童保育所  北宇智体育館駐車場内  30人 

宇智学童保育所  今井区コミュニティセンター２階 30人 

本町学童保育所  本町 1－7－11 たかのビル 1階 20人 

 

■開所場所・定員

※牧野・田園の土曜日の保育は、牧野学童保育所での合同保育となります。
※田園学童保育所は、田園 1丁目、2丁目、3丁目、4丁目在住の児童、　牧野学童保育
所は、田園 1丁目～ 4丁目以外の住所地在住の児童

　

学
童
保
育
所
で
は
、
健
康
で
安
全
な
遊
び
を
通
し
て
生
活
指
導
を
行

い
、
自
由
な
学
習
・
読
書
、
適
当
な
運
動
等
の
機
会
を
与
え
ま
す
。

（
学
習
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
。）

　

入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

感謝状の贈呈式での記念写真

救
急
救
命
に
協
力

消
防
協
力
者
に

 

感
謝
状
を
贈
呈

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

適
切
な
通
報
と
胸
骨
圧
迫
に
よ
り
、

ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
中
に
心
肺
停
止

と
な
っ
た
男
性
の
社
会
復
帰
に
貢

献
し
た
消
防
協
力
者
に
対
し
、
五

條
消
防
署
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

11/９

　

消
防
訓
練
を
祥
水
園
・
野
原
西

ビ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。
訓
練
は
、「
夜
間
、
２
階
部

分
よ
り
出
火
し
逃
げ
遅
れ
者
が
数

名
い
る
。」
と
の
想
定
で
、
１
１

９
番
通
報
訓
練
、
避
難
誘
導
及
び

初
期
消
火
訓
練
が
入
所
者
参
加
の

も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
五
條
消
防
署
か
ら
指
揮

隊
、
消
防
隊
、
特
別
救
助
隊
、
救

急
隊
が
同
時
出
動
し
、
消
防
団
と

協
力
し
な
が
ら
救
出
、
消
火
活
動

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で

す
の
で
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

消
防
訓
練
を
実
施

11/18 

■
問
合
先　

五
條
消
防
署　

☎
２
２
・
３
３
１
０

２階から逃げ遅れ者を救助する訓練

※

定
員
に
余
裕
が
な
い
と
き
や
、

心
身
の
都
合
に
よ
り
共
同
生
活

が
営
め
な
い
と
き
は
入
所
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

■
申
込
期
間　

１
月
16
日
（
月
）

〜
20
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

■
申
込
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

■
申
込
・
問
合
先　

児
童
福
祉
課 

　
（
内
線
３
４
９
）

■
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ
（
ち
べ
ん
保

育
園
）
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ち

べ
ん
保
育
園
に
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。　　

■
申
込
・
問
合
先　

　

ち
べ
ん
保
育
園

☎
２
２
・
３
８
４
５

消防トピックス

学童保育所 児童募集

■
感
謝
状
受
賞
者
（
順
不
同
）

　

平 

進
幸
さ
ん
（
五
條
市
）

　

豊
国 

嘉
久
さ
ん
（
五
條
市
）

　

植
田 

好
秀
さ
ん
（
御
所
市
）

　

笹
田 

貴
教
さ
ん
（
和
泉
市
）

　

松
村 

茂
樹
さ
ん
（
河
内
長
野
市
）

　

奈
良
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
団
体
）
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カルムのひろば

鼻
と
口
の
両
方
を

　
　

確
実
に
覆
う

ゴ
ム
ひ
も
を

　

耳
に
か
け
る

隙
間
が
な
い
よ
う

　
　

鼻
ま
で
覆
う

ティッシュなどで
口と鼻を覆う 石けんで手を洗う

鼻をかんだら
すぐゴミ箱に

他の人から
顔をそらす

正しくマスクを着けましょう。

せき、くしゃみのエチケット

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
の
季
節
。

早
め
の
対
策
を
！

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎
年

約
10
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

インフルエンザ 風邪 

症状 

・38 ℃以上の発熱 
・全身症状（頭痛、関節
痛、筋肉痛など） 

・局所症状（のどの痛み、
鼻水、くしゃみ、咳） 

・発熱 
・局所症状（のどの痛み、
鼻水、くしゃみ） 

・比較的ゆっくり発症 

インフルエンザ？風邪？～症状の違い～予
防
に
は…

①
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
消
毒
。

②
予
防
接
種
を
受
け
る
。

③
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
。

熱
が
下
が
っ
て
も

ウ
イ
ル
ス
は
体
に
残
っ
て
い
ま
す
！

せ
き
・
く
し
ゃ
み
エ
チ
ケ
ッ
ト

感
染
性
胃
腸
炎

（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
食
中
毒
）

　

に
注
意
!!

冬
は
特
に
注
意
！

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

は
そ
の
件
数
の
７
割
が
11
月
か
ら

２
月
ま
で
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
症
状…

突
然
の
嘔
吐
・
下

痢
、重
症
の
場
合
は
腹
痛
や
発
熱
、

呼
吸
症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

■
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
：

①
手
洗
い
の
徹
底

　

特
に
ト
イ
レ
・
お
む
つ
交
換
の

あ
と
や
、
調
理
・
食
事
の
前
は
、

丁
寧
に
薬
用
石
鹸
で
洗
い
ま
し
ょ

う
。

②
適
切
な
汚
物
の
処
理

　

マ
ス
ク
や
手
袋
等
を
着
用
し
、

使
い
捨
て
タ
オ
ル
等
で
ふ
き
取
り

ま
す
。
汚
物
は
密
封
し
て
捨
て
て

く
だ
さ
い
。
汚
染
さ
れ
た
場
所
や

衣
類
は
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

③
食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る

　

食
材
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

と
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。
調
理
器

具
や
調
理
台
は
「
消
毒
」
し
て
、

い
つ
も
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

無
添
加
の
減
塩
田
舎
み
そ
づ
く

り
に
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

▼
１
回
目　

１
月
23
日
（
月
）

　

▼
２
回
目　

２
月
６
日
（
月
）

　

い
ず
れ
も
13
時
〜
15
時

※

重
複
し
て
の
参
加
は
出
来
ま
せ
ん
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

■
定
員　

各
回
先
着
20
人

減
塩
田
舎
み
そ
づ
く
り
教
室

　

毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
す

た
め
に
は
と
に
か
く
健
康
で
あ

る
こ
と
が
一
番
！

　

ま
ず
は
、
食
習
慣
の
見
直
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

の
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を
、
実
際
に

作
り
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

１
月
31
日
（
火
）

　

９
時
30
分
〜
13
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
費
用　

無
料

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

減
塩
推
進
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
（
先
着
30
人
）

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
（
頭
を
覆

う
も
の
で
あ
れ
ば
可
）、
タ
オ

ル
■
申
込
締
切　

１
月
25
日
（
水
）

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改

善
推
進
員

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員

■
費
用　

１
８
０
０
円
（
出
来
上

が
り
の
味
噌
は
約
３
kg
で
す
）

■
持
ち
物　

厚
手
ゴ
ム
手
袋
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
持
ち
帰

り
用
の
ス
ー
パ
ー
等
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
（
大
）・
50 

cm
ぐ
ら
い
の

飯
切
り
も
し
く
は
洗
い
桶

■
申
込
締
切　

１
月
16
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）
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カルムのひろば

　

今
回
は
、
野
原
地
区
を
散
策

す
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

圓
通
寺
や
如
意
寺
周
辺
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
み
ん

な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時　

２
月
４
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
集
合
場
所　

カ
ル
ム
五
條

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條

■
内
容　

３
キ
ロ
程
度
の
ウ
ォ

　

ー
キ
ン
グ

■
指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

　

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

　

で
き
る
飲
み
物

※

雨
天
の
場
合
は
上
履
き

■
申
込
締
切　

１
月
26
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

み
ん
な
で
、

歩
き
ま
せ
ん
か
！

乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

検
診

■
対
象
者　

40
歳
以
上
の
女
性

※

た
だ
し
次
の
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

①
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

②
授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が

あ
る
人

③
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
つ
け
て

い
る
人

④
平
成
27
年
度
に
市
の
同
種
の
検
診

を
受
け
た
人

※

70
歳
以
上
の
人
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
で
す
。

■
検
査
方
法　

視
触
診
検
査
お
よ

び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

■
時
間　

①
12
時
30
分
〜
13
時　

　
　
　

②
14
時
〜
14
時
30
分

■
費
用

　

２
方
向
撮
影　

１
３
０
０
円

　

１
方
向
撮
影　

１
０
０
０
円

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

※

平
成
27
年
度
に
市
の
同
種
の
検

診
を
受
診
し
た
人
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※

70
歳
以
上
の
人
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料

で
す
。

■
時
間　

12
時
30
分
〜
13
時

■
費
用　

１
０
０
０
円

女
性
の
た
め
の

が
ん
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

　

検
診
車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
を
カ
ル

ム
五
條
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
（
視
触
診
）

検
診　

■
対
象
者　

30
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
女
性

■
検
査
方
法　

医
師
に
よ
る
視
触

診
検
査
の
み

■
受
付
時
間　

13
時
30
分
〜
14
時

■
費
用　

３
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

※

各
検
診
日
程
に
定
員
が
あ
り

ま
す
の
で
、
受
診
希
望
者
は

早
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・

　

肺
が
ん
の
集
団
検
診

■
日
時　

１
月
25
日
（
水
）

　

９
時
〜
10
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40

歳
以
上
の
人

今
年
度
最
後
の
検
診
で
す

■各検査の内容・費用など
　

が
ん
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

１月
25日
（水）

１月
24日
（火）

１月
23日
（月）

※

平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で
に
40

歳
に
な
る
人
を
含
む
。

※

平
成
28
年
４
月
以
降
に
市
の
同

種
の
検
診
を
受
け
た
人
は
、
今

回
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
大
腸
が
ん
検
診
を
昨
年
度
受
診

し
た
人
に
は
容
器
を
送
っ
て
い

ま
す
。

 胃がん 
検診 

大腸がん 
検診 

肺がん 
検診 

検査 
方法 

胃部レン
トゲン検
査（バリウ
ムによる
検査） 

肉眼では見えない
血が便の中に混じ
っていないかを調
べます。 
※２回分の便を採
る容器と問診票を
郵送します。 

胸部レントゲン
検査（必要な人
には「たん」の
細胞検査） 
※65歳以上の人
は結核検診も兼
ねています 

費用 
１０００
円 

２回検査時 
２００円 

無料 
（「たん」検査を
実施する場合は
４００円） 

※７０歳以上の人は無料 

申込 
締切 

検診日の 
５日前 
まで 

回収予定日の 
10 日前まで 

検診日の 
５日前まで 

 ■申込･問合先　カルム五條　（内線２９０）
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英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 92回

こんに
ちは、

　

谷 ロ
ーシダ

イトで
す

 Christmas is over and now comes New Year. Spending 
New Year’s Eve in the Philippines is an exciting occasion because it 
involves hugging family, having gatherings with close friends, tons 
of foods, lots of fireworks and noise, and street parties until the 
wee hour of the morning. It is also the time where everyone is 
excited to eat their mom’s homemade goodies especially the 
“Kakanin,” “Bibingka,” and “Suman” (Filipino rice cakes). These 
Filipino delicacies are usually prepared for any celebration in the 
Philippines, especially during this time. Kakanin, Bibingka and 
Suman are kinds of sweets made from glutinous rice cooked in 
coconut milk. Suman are often wrapped in banana leaves, coconuts 
or buli palm. I often cook Kakanin especially in the New Year. 
(Kakanin is easier to cook than Bibinka and Suman). 

 Here in Japan, on the last day of December I’m usually 
busy buying things to welcome the New Year, like “Kagami Mochi”, 
ingredients for the “Medianoche” (midnight feast), “ Osechi,” and 
others. I am almost awake all night to prepare and cook food, 
because my family is celebrating New Year’s Day in both Filipino 
and Japanese traditions. We eat “Toshikoshi soba’’ at 7 o’clock for 
dinner while watching my favorite “Kohaku’’, then, we eat 
Medianoche at 11o’clock before we go to bed. My family goes to 
bed, but I’ll still be awake to cook the ingredients for the Osechi 
and prepare for our first breakfast of the year. I really love looking 
at the assorted colors of my homemade Osechi, packed together in 
three beautifully assembled bento boxes. Two boxes consist of 
traditional flavors and the other one has my daughters’ requests, 
like “Karage,” French fries and fried shrimp.
 
 Moreover, on the 2nd or 3rd day of New Year, I spend it 
with my family for “Hatsumode.” After throwing coins and making 
wishes, we draw an “Omikuji.” And finally, we walk around the 
stalls near the shrine. While walking around the stalls, my 
daughters can’t wait to buy their favorite foods. We enjoy eating 
and buying goodies while standing in front of the “Yatai.” “Yaki 
Imo’’ is one my favorite. How about you?

 Thank you for time, and have a prosperous New Year, 
everyone! 

　クリスマスが終わり、お正月がやって来ました。（私の故郷の）
フィリピンの大晦日はわくわくすることがたくさんあります。家族
と抱き合い親しい友達と会う機会であり、食べ物もたくさん用意さ
れます。花火なども上がり、通りは夜遅くまで賑わいます。また、
母親の手作り料理、特に、「カカニン(Kakanin)」、「ビビンカ
(Bibinka)」、「スマン(Suman)」（フィリピンのお米を使ったケー
キ類）が食べられることを、皆楽しみにしています。これらのフィ
リピン料理は、お正月などお祝いの席でよく登場します。餅米をコ
コナッツミルクで料理した甘い食べ物です。スマンはバナナ、ココ
ナッツ、ブリ(buli、ヤシの一種)などの葉で包まれています。私は
カカニンをよくお正月に作ります。（カカニンはビビンカやスマン
より作るのが簡単だからです。）

　日本での大晦日は、「鏡餅」や「メディアノーチェ
(Medianoche、夜中に食べるごちそう)」、「おせち」などの準備に
追われます。我が家では、日本とフィリピン両方の伝統でお正月を
お祝いするので、私はほぼ徹夜で準備をしたり料理をしたりしてい
ます。大好きな紅白歌合戦を見ながら、７時に夕食の年越しそばを
食べ、11時にメディアノーチェを食べてから就寝します。家族は寝
ますが、私はおせちや元日の朝食の準備でまだ寝ることはできませ
ん。私は、色とりどりの食材が美しい重箱に詰められた手作りのお
せち料理を見るのが大好きです。我が家のおせち料理は、（三重の
内）二重には伝統的な食べ物が、残りの重には、娘たちの希望のか
ら揚げやフライドポテト、エビフライが入っています。

　さらに、お正月の２日か３日に、家族で初詣に出かけます。お賽
銭を入れお願いごとをした後、おみくじを引きます。それから、神
社の近くの露店を巡ります。露店を見ながら歩いていると、娘たち
は好きなものを買うのが待ちきれない様子です。私たちは、屋台で
いろんなものを買ったり食べたりして楽しみます。その中でも私は
焼き芋が大好きです。皆さんはどうですか？

　お読みくださりありがとうございました。皆さん、良いお年をお
迎えください！

How Do You Spend Your New Year? 「お正月はどのようにお過ごしですか？」

“can’t wait” “can hardly wait” 「～せずにはいられない」
なにか物事をしてみたくて仕方ない様子を表す時に使われる表現で
す。

図書館

図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

１ 月

　

倭
国
、
邪
馬
台
国
、
そ
し
て

ヤ
マ
ト
政
権
と
は
ど
ん
な
関
係

に
あ
っ
た
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な

異
説
も
紹
介
し
つ
つ
、
丁
寧
に

古
代
日
本
の
「
実
像
」
に
迫
る
。

富
安　

陽
子
／
著

大
庭　

賢
哉
／
絵

偕
成
社

塚
口 

義
信
／
著 

 

原
書
房

　

キ
ツ
ネ
一
族
か
ら
不
思
議
な

力
を
受
け
継
い
だ
ユ
イ
と
タ
ク

ミ
と
モ
エ
。
あ
る
日
、
モ
エ
が

幼
稚
園
の
男
の
子
と
し
た
ふ
う

が
わ
り
な
指
き
り
が
き
っ
か
け

で
大
騒
動
に
な
り…

。

長
浦 

ち
え
／
著

世
界
文
化
社

芝
崎 

本
実
・
あ
ん
こ
事
典
／
監
修

誠
文
堂
新
光
社

指きりは魔法のはじまり
シノダ！10

逢
坂　

剛
／
著

文
藝
春
秋

あんこのことが
すべてわかる本

邪馬台国と
初期ヤマト政権
の謎を探る

ピクチャー
　ペディア

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
／
監
修

D
K
社
／
編

河
出
書
房
新
社

工
藤 

ノ
リ
コ
／
著

白
泉
社　

新新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

ノラネコぐんだん
　そらをとぶ

ハリー・ポッター
　と呪いの子
　　第一部・第二部
ジ
ャ
ッ
ク
・
ソ
ー
ン
／
舞
台
脚
本

J
.
K
.
ロ
ー
リ
ン
グ
／
著

静
山
社

はじめての
水引アレンジ闇の平蔵

新
年
恒
例

「
本
の
貸
出
福
袋
」

　

ど
ん
な
本
が
入
っ
て

い
る
か
は
開
け
て
か
ら

の
お
楽
し
み
！
新
し
い

本
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
す
よ
う
に…

。

※

１
月
５
日(

木)

か
ら

大
人(

男
性
・
女
性)

子
ど
も(

高
学
年
・
低

学
年
・
幼
児)

各
20
袋

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

すーくん
五條市立
図書館
c

“can’t wait” or “can hardly wait” means to be very excited 
about something and eager to do or experience it. 

蔵
書
点
検
前
に
伴
い

増
冊
・
期
間
延
長
貸

出
を
お
こ
な
い
ま
す

※

１
月
14
日
（
土
）

〜
31
日
（
火
）
の

間
は
ひ
と
り
10
冊
、

４
週
間
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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入社 2年目梱包担当 大庭房也

障害者や高齢の人とも一緒に働け、社員やその家族に対しても
思いやりと優しさのある会社です。途中入社のハンディもありません。

顧客満足度向上を目標に、

ニーズの多様化に全員参加で柔軟な対応ができる会社です。
ハウスメーカー向け収納家具と部材のピッキング及び梱包作業を行う
部署に所属しています。社内で家具作りの最初から最後までの工程を見
る事が出来ます。毎日の朝礼や月初のグループミーティングで全員に自
分自身の考えを発言できる機会があります。部署内や部署間で意見交換
をし、お客様の要望に応えられるよう日々努力しています。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.019 株式会社 鯉丸 なら工場
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

株式会社　鯉丸　なら工場
（住川町 1316 番地　テク

ノパーク・なら工業団地内
）

☎０７４７・２６・３５１
０

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

日
本
紀
』
は
平
安
時
代
、
『
日
本
書
紀
』
に

続
い
て
作
ら
れ
た
勅
撰
の
歴
史
書
で
す
。
井
上
内

親
王
に
つ
い
て
は
、
『
水
鏡
』
（
鎌
倉
時
代
に
書

か
れ
た
歴
史
物
語
）
や
伝
承
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
『
続
日
本
紀
』
の
記

述
を
読
み
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
漢
文
体
の

た
め
解
釈
に
は
微
妙
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
）

▼
養
老
５
年
（
７
２
１
）
９
月
11
日　

元
正
天
皇

（
井
上
内
親
王
の
祖
父
で
あ
る
文
武
天
皇
の

姉
）
は
皇
太
子
（
後
の
聖
武
天
皇
）
の
娘
井
上

内
親
王
（
推
定
５
歳
）
を
斎
宮
と
す
る
。

▼
神
亀
４
年
（
７
２
７
）
８
月
23
日　

聖
武
天
皇

は
、
斎
宮
寮
に
勤
務
す
る
官
人
１
２
１
名
を
任

命
し
伊
勢
に
派
遣

▼
同
年
９
月
３
日　

井
上
内
親
王
（
11
歳
）
斎
宮

と
し
て
伊
勢
に
行
く
（
そ
の
後
、
天
平
18
年

（
７
４
６
）
白
壁
王
の
妃
と
な
る
。
）

▼
宝
亀
元
年
（
７
７
０
）
頃
白
壁
王
と
井
上
内
親

王
を
歌
っ
た
童
歌
が
歌
わ
れ
た
。

「
葛
城
寺
の
前
な
る
や  

豊
浦
寺
の
西
な
る
や  

　

お
し
と
ど  

お
し
と
ど  

桜
井
に
白
壁
し
ず
く
や

　

好
き
壁
し
ず
く
や  

お
し
と
ど  

お
し
と
ど
」

「
井
」
は
井
上
内
親
王
を
指
し
、
白
壁
王
が
即
位

す
る
と
い
う
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
。

▼
同
年
８
月
４
日　

白
壁
王
、
皇
太
子
に
な
る
。

▼
同
年
10
月
１
日　

白
壁
王
即
位
し
て
光
仁
天
皇

見取り図案内其の九十七　井上内親王生誕 1300 年①

『続日本紀』より「井上内親王」の記述（抄）

◎
展
示
案
内　

１
月
４
日（
水
）か
ら
３
月
25
日（
土
）

▼
正
岡
子
規
生
誕
１
５
０
年「
子
規
の
時
代
」展

Oniwa Fusaya

わ
ざ
う
た

第 49代光仁天皇
（大正時代制作・歴代天皇の
肖像　『藤岡家所蔵』より）

と
な
る
。

▼
同
年
11
月
６
日　

井
上
内
親
王
を
皇
后
と
定
め

る
。

▼
宝
亀
２
年
（
７
７
１
）
１
月
23
日　

井
上
皇
后

の
子
の
他
戸
親
王
（
10
歳
）
を
皇
太
子
と
す
る
。

▼
宝
亀
３
年
（
７
７
２
）
３
月
２
日　

皇
后
の
井

上
内
親
王
は
呪
詛
の
罪
に
連
座
し
て
皇
后
の
地

位
を
廃
さ
れ
る
。

▼
同
年
11
月
13
日　

酒
人
内
親
王
（
井
上
内
親
王

の
娘
）
が
伊
勢
斎
宮
に
任
じ
ら
れ
る
。

▼
宝
亀
４
年
（
７
７
３
）
10
月
19
日　

井
上
内
親

王
と
他
戸
親
王
を
大
和
国
宇
智
郡
に
あ
る
官
に

没
収
し
た
邸
宅
に
幽
閉

▼
宝
亀
６
年
（
７
７
５
）
４
月
27
日　

井
上
内
親

王
（
59
歳
）
と
他
戸
親
王
（
15
歳
）
が
と
も
に

卒
（
崩
御
）
し
た…

　
　

時
、
権
力
抗
争
が
激
し
く
、
そ
の
上
、
さ
か

ん
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
羅
や
渤
海
と
い
っ

た
外
国
と
の
関
係
も
良
好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平

城
京
は
荒
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

比
べ
て
宇
智
郡
（
旧
五
條
）
は
天
武
系
の
血
を

継
ぐ
井
上
内
親
王
に
と
っ
て
、
祖
父
の
文
武
天
皇

も
何
度
か
訪
れ
た
馴
染
み
の
土
地
で
、
祖
母
・
藤

原
宮
子
の
異
母
兄
、
藤
原
武
智
麻
呂
が
創
建
し
た

栄
山
寺
も
あ
り
ま
す
。

　
　

劇
の
皇
女
と
伝
わ
る
内
親
王
で
す
が
、
こ
の

宇
智
郡
が
、
平
城
京
で
過
ご
す
よ
り
は
い
く
ら
か

で
も
心
安
ら
ぐ
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

続
『

当悲

しょくにほんぎ いのえのひめみこ

「

し
ら
た
ま

し
ら
ぎ

ぼ
っ
か
い

よ

さ
か
ひ
と

お
さ
べ

会社概要
内容　木材から一歩進んだ材料のパーティクルボードや繊維板を中心に、材料・部材・

完成品の加工販売をしています。主なお客様は、ハウスメーカー、住宅機器メー

カー、建材メーカー、家具メーカー、木工所、ホームセンター、工務店等です。

代表者　代表取締役　河野 信幸
操業年月日　昭和41年5月（創業50年目）
従業員　従業員80人(なら工場36人)（平成28年11月10日現在）
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平成 29年
4月から

地域包括ケアシステム

■担当課　介護福祉課　長寿係・介護保険係　地域包括支援センター　西吉野・大塔在宅介護支援センター

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）が始まります！

　高齢者が住み慣れた地域で生活を続けるためには、地域全体で高齢者を支えることに加え、高齢者自身

も介護予防に努めることが大切です。

　市では、そのための仕組み作りとして｢介護予防・日常生活支援総合事業｣（以下、総合事業という）を

平成２９年４月１日から開始します。これまでの介護予防事業とくらべて、より利用者の状態や希望に合

わせたサービスが利用できます。今回は、新しい総合事業の仕組みについてお知らせします。

　介護保険のサービスを利用するためには、介護認定を受ける必要があります。介護認定は大きく２

つに分かれています。寝たきりや認知症などで介護が必要な状態の｢要介護｣と周りの見守りや手助け

があれば日常生活を送ることができる｢要支援｣です。４月からの新しい仕組みでは、要支援に該当す

る人が訪問介護 ( ホームヘルプサービス ) や通所介護 ( デイサービス ) などを利用するときの手続きが

スムーズになり、サービス利用までの期間が短くなります。

① 訪問介護や通所介護の利用手続きがスムーズに！

①　平成２９年４月以降に新規で要支援認定を受ける人

②　平成２９年４月以降に更新により要支援認定を受ける人

③　健康状態を確認する基本チェックリストにより事業対象者と判断された人

② 対象となる人

次回は、介護保険制度について紹介します次回は、介護保険制度について紹介します。次回は、介護保険制度について紹介します。

③ サービス内容

■訪問型サービス ■通所型サービス

名称 内内容 

現行相当

訪問介護 

有資格者（訪問介護員）による身体

介護（入浴・排泄等）、生活援助 

訪問型

サービスＡ 

生活援助等（調理・掃除・ごみ出し・

買物代行等）※原則、身体介護はなし 

 

新

■介護保険事業者によるサービス

 名称 内内容 

現行相当

通所介護 

生活機能の向上のための機能訓練 

通所型

サービスＡ 

半日あるいは１日のミニデイサービス、

運動、レクレーション等（入浴なし） 

■介護保険事業者によるサービス

名称 内内容

訪問型

サービスＡ 

家事援助（掃除、買物等） 

 

■委託業者によるサービス

■介護予防・生活支援サービス事業

■問合先　介護福祉課

（内線 292･249）

名称 内内容 

通所型

サービスC 

専門職（保健師・看護師・理学療法士

等）による、短期間（３～６カ月間）

でリハビリを集中的に行うサービス 

 

■短期集中型サービス

▼健康づくり・介護予防教室

▼認知症予防教室

▼住民運営の体操の集い　等

■一般介護予防事業
■対象者　65歳以上の全ての高齢者

新 新

新

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！
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■
日
時　

１
月
25
日
（
水
）

　

10
時
〜
正
午

■
講
師　

北
村
理
奈
さ
ん

　
（
理
学
療
法
士
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

　

※

保
険
代
含
む

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
お
茶
・
ウ

エ
ス
ト
ポ
ー
チ

※

ポ
ー
ル
は
無
料
で
貸
し
出
し
し

ま
す
。

※

歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

20
人
（
要
申
込
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

■
場
所　

五
條
市
立
民
俗
資
料
館

研
修
室
（
国
道
24
号
沿
い
に
駐

車
場
有
り
）

■
そ
の
他　

雨
天
時
は
研
修
室
内

の
体
操
の
み
と
な
り
ま
す
。

※

五
條
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
解
説
付

※

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
コ
ー
チ
付

■
申
込
方
法

①
氏
名
②
住
所
③
年
齢
④
連
絡
先

を
明
記
し
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

葉
書
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
協
力　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
五
條
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
市
立
民

俗
資
料
館
（
毎
週
月
曜
休
）

（
新
町
３
丁
目
３
番
１
号
）

☎
・
Ｆ
ａ
ｘ　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル info@

tenchugum
i.jp

運動で健康づくり
１月
25日
（水）

長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座　

『
体
操
と
新
町
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

参
加
者
募
集
！

　

１
月
22
日
（
日
）
に
五
條
市
駅

伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
周
辺
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ー
ス
周
辺

は
選
手
や
関
係
車
両
が
走
行
し
ま

す
の
で
、
通
行
の
際
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス

　

野
原
中
学
校
〜
南
宇
智
方
面
〜

栄
山
寺
方
面
〜
吉
野
川
沿
い
を

南
阿
太
方
面
（
往
復
）

■
開
催
時
間　

13
時
〜
15
時
頃

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

（
内
線
８
１
２
）

五條市体育協会主催
第59回
五條市駅伝大会コース周辺
通行の際はご注意ください

1/22
（日）

次回は、介護保険制度について紹介します。

内容

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
７

10
㎞
・
20
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

今
回
は
約
10
㎞
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
２

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
体
力
に
合
わ
せ
、
皆
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。

３月５日（日）
９時スタート

チャレンジコース
～２０．４ｋｍ～　
上野公園～大野町構造改
善センター～賀名生の里
歴史民俗資料館～カルム
五條～上野公園

■
申
込
方
法　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
、市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
、

西
吉
野
支
所
、大
塔
各
支
所
で

配
布
す
る
参
加
申
込
書
を
生
涯

学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※

郵
送
の
場
合
は
返
信
用
の
82
円

切
手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

１
月
27
日（
金
）

※

郵
送
の
場
合
は
１
月
27
日（
金
）

消
印
有
効

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

（
内
線
８
２
２
）

早春の五條を歩こう！

　

膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
、
全
身
の
筋
肉
が
強
化
で
き
る
北
欧
生
ま
れ

の
ス
ポ
ー
ツ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
「
五
條
新
町
」

を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

ファミリーコース
～１０．５ｋｍ～　
上野公園～大野町構造改
善センター～カルム五條
～上野公園

新
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消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

副
業
を
勧
め
る
サ
イ
ト
に
注
意

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
中
、
「
副

業
な
の
に
、
こ
ん
な
に
儲
け
て
い
い

の
？
」
と
い
う
題
名
の
表
示
が
現
れ
、

気
に
な
り
タ
ッ
プ
を
し
た
。
内
容
を

読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
魅
力
を
感
じ
、

副
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
書
か

れ
た
教
材
を
購
入
す
る
契
約
を
し
た
。

　

教
材
通
り
に
副
業
に
取
り
組
む
が

一
向
に
儲
か
ら
な
い
。
返
品
し
た
い
。

助
言

　

お
金
は
簡
単
に
儲
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
の
雰
囲
気
に
よ
っ
て
、
信
じ

て
契
約
し
た
け
れ
ど
、
「
儲
か
ら
な

い…

」
な
ど
の
事
態
に
。
「
実
際
儲

け
て
い
る
人
も
い
る
」
な
ど
の
理
由

で
解
約
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

副
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
申
し
込
む
前
に

は
、
「
ど
ん
な
仕
組
み
で
儲
か
る

か
？
」
を
確
認
し
、
儲
か
ら
な
い
場

合
に
全
額
返
金
の
規
定
が
あ
る
な
ら

「
儲
か
ら
な
い
場
合
の
条
件
」
な
ど

を
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

簡
単
に
お
金
が
儲
か
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
甘
い
誘
い
を
鵜

呑
み
に
し
な
い
で
！

平成平成 2929 年 年 五條市五條市消防出初式防出初式を開催開催しますします

1/14
　　（土）

平成 29年 五條市消防出初式を開催します
　

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
平
成
29
年
五
條
市
消
防
出

初
式
を
開
催
し
ま
す
。
火
災
な
ど

の
災
害
に
立
ち
向
か
う
消
防
団
員

の
姿
を
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
の

で
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
14
日
（
土
）

　

10
時
〜

■
内
容　

優
良
消
防
団
員
表
彰
、

一
斉
放
水
等

■
場
所　

五
條
市
上
野
公
園
総
合

体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

ほ
か

※

雨
天
の
場
合
は
一
斉
放
水
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※

今
回
場
所
が
変
更
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

※

開
催
に
伴
い
、
７
時
に
サ
イ
レ

ン
が
吹
鳴
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

（
内
線
３
６
０
）

自
衛
隊
と
市
民
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

陸
上
自
衛
隊
第
３
音
楽
隊
と
地

元
吉
野
川
あ
ば
れ
太
鼓
の
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
装
備
車
両

の
展
示
や
ミ
ニ
制
服
の
試
着
等
の

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

親
子
で
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
11
日
（
土
）

　

13
時
〜
15
時
（
正
午
開
場
）

■
場
所　

五
條
市
上
野
公
園
総
合

体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
入
場
料　

無
料

※

申
込
不
要
、
満
席
の
場
合
は
、

立
ち
見
ま
た
は
床
に
座
っ
て
の

鑑
賞
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

奈
良
県
防
衛
協
会
五

條
支
部
（
事
務
局
：
危
機
管
理

課
）（
内
線
３
１
４
）

奈
良
大
立
山
ま
つ
り
開
催
！

　

一
年
の
は
じ
ま
り
に
奈
良
の
地

で
巨
大
な
「
大
立
山
」
に
無
病
息

災
を
願
う
お
祭
り
で
す
。

　

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
五

條
市
か
ら
も
出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
25
日
（
水
）

　

〜
29
日
（
日
）

※

25
日
、
26
日
は
18
時
〜
20
時
、

27
日
〜
29
日
は
13
時
〜
20
時

■
場
所　

平
城
宮
跡
大
極
殿
院
周

辺
（
奈
良
市
佐
紀
町
）

■
料
金　

入
場
無
料

大
立
山
も
て
な
し
市

　

ジ
ビ
エ
ー
ル
五
條
が
出
店
！

あ
っ
た
か
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ

　

「
ば
あ
く
」
が
出
店
！

■
問
合
先　
「
大
立
山
ま
つ
り
」

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
０
５
１

１月
27日
（金）

２月
11日
（土）

１月
25日
（水）

１月
28日
（土）

１月
29日
（日）

１月
26日
（木）
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
ヘ
ル
ス
講
座 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
２
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
貴
久
子
先
生

（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

■
費
用　

利
用
団
体
連
絡
協
議
会

会
費
３
０
０
円
の
み

※

今
年
度
ヘ
ル
ス
講
座
に
参
加
し

た
人
は
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
水

■
申
込
方
法　

１
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

（
火
曜
・
祝
日
休
館
）

ア
ー
ト
講
座　

グ
ル
ー
デ
コ

　

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
使
っ
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

米
倉
由
起
先
生

　
（
日
本
グ
ル
ー
デ
コ
協
会
認
定

講
師
）

■
参
加
費　

１
３
０
０
円(

材
料

費
１
０
０
０
円
・
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

特
に
な
し
。（
必
要

な
人
は
老
眼
鏡
）

■
申
込
方
法　

２
月
８
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

平成 29年 五條市消防出初式を開催します

☎
２
４
・
２
０
０
１

（
火
曜
・
祝
日
休
館
）

平
成
29
年
度
奈
良
県
立
五
條

高
等
学
校
定
時
制
課
程
・
成

人
特
例
入
試

　

定
時
制
課
程
（
夜
間
）
で
は
、

成
人
特
例
措
置
と
し
て
満
20
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
し
た
入
試
も
行

っ
て
い
ま
す
。　

■
出
願
期
間　

３
月
２
日
（
木
）

お
よ
び
６
日
（
月
）

■
試
験
日　

３
月
10
日
（
金
）

■
試
験
会
場　

五
條
高
等
学
校

（
岡
町
１
４
２
８
）

■
応
募
資
格
（
成
人
特
例
）

　

①
平
成
９
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
②
県
内
に
在
住
し

て
い
る
人
（
県
外
在
住
者
で
も

承
認
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
可
能
）

■
試
験
内
容　

作
文
・
面
接

■
合
格
発
表　

３
月
16
日
（
木
）

※

願
書
の
希
望
や
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

成
人
は
随
時
、見
学
可
能
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
高
校
定

時
制
（
担
当
：
髙
谷
）

☎
２
２
・
４
１
１
６

吉
野
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
水
防
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
公
表
し

て
き
た
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
つ

い
て
、
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に

対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

※

詳
し
く
は
和
歌
山
国
道
河
川
事

務
所
の
H
P
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
６
２
）

第
31
回
五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
会
長
杯
の
結
果
に
つ

い
て

　

広
報
五
條
12
月
号
の
試
合

結
果
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
中
学
女
子
の
部

（
正
）▼
準
優
勝　

北
窪
莉
乃
・

　

新
子
晴
菜
（
西
吉
野
中
学
校
）

講　

座

講　

座

試　

験

お
し
ら
せ

訂　

正

R
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

■
受
付
期
間　

１
月
16
日
（
月
）

〜
27
日
（
金
）
９
時
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

■
提
出
書
類　
　

①
五
條
市
学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
登
録
申
請
書

②
所
轄
税
務
署
の
法
人
税
完
納
証

明
書
（
所
得
税
非
課
税
の
場
合

は
市
税
完
納
証
明
書
）

③
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
許

可
書
（
写
し
）

④
食
品
衛
生
監
視
票

⑤
販
売
証
明
書
（
新
規
登
録
者
の

み
・
２
か
所
）

■
提
出
方
法　

持
参
の
み

■
申
請
・
問
合
先　

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
岡
町
２
１
０
番
地
の

１
）

☎
２
２
・
１
２
８
８

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
補
助

金
の
募
集
は
終
了
し
ま
し
た

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
募
集
し
て

い
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入

促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
の
予
定
台
数
に
達
し
た
た

（
月
）
〜
２
月
３
日
（
金
）

（
消
印
有
効
）

　

９
時
〜
正
午　

13
時
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

■
提
出
方
法　

原
則
郵
送
。
書
留

郵
便
で
返
信
用
封
筒
（
82
円
切

手
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

■
有
効
期
間　

平
成
29
年
度
、
平

成
30
年
度

■
受
付
・
問
合
先

▼
物
品
・
役
務
に
関
す
る
こ
と

※

水
道
局
の
物
品
・
役
務
も
含
む
。

　

管
財
課
（
内
線
２
４
７
）

▼
原
材
料
等
物
品
に
関
す
る
こ
と

　

建
設
課
（
内
線
２
７
７
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
各
担
当
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29 
年
度
学
校
給
食
用

　

物
資
の
納
入
業
者
募
集

　

市
立
幼
・
小
・
中
学
校
の
給
食

に
、
新
鮮
で
安
全
な
材
料
（
県
給

食
会
あ
っ
旋
物
資
、
米
穀
、
精
麦
、

パ
ン
、
牛
乳
を
除
く
。
）
を
提
供

で
き
る
平
成
29 
年
度
の
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
建
設
工
事
の
市
内
業
者

　

平
成
29
年
度

▼
建
設
工
事
の
市
外
業
者

　

平
成
29
・
30
年
度
の
２
年
間

▼
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
者
（
市
内
・
市
外
業
者
）

　

平
成
29
・
30
年
度
の
２
年
間

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※

申
請
要
領
・
必
要
書
類
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
付
・
問
合
先

　

監
理
課
（
内
線
３
４
５
）

平
成
29
・
30
年
度　

物
品
供

給
お
よ
び
役
務
提
供
等
競
争

入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審

査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
が
発
注
す
る
入
札
（
見
積
）

に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
次
の

と
お
り
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
提
出
書
類　

各
担
当
課
で
申
請

書
類
等
を
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間
・
時
間　

１
月
16
日

平
成
29
・
30
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

受
け
付
け
ま
す

　

市
お
よ
び
水
道
局
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
と
お

り
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
受
付
対
象

▼
建
設
工
事
（
市
内
業
者
の
追
加

受
付
、
市
外
業
者
の
通
常
受

付
）

▼
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
（
市
内
・
市
外
業
者
の

通
常
受
付
）

■
受
付
期
間
・
時
間

　

２
月
１
日
（
水
）
〜
20
日

（
月
）

　

９
時
〜
正
午　

13
時
〜
16
時

※

毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

※

郵
送
の
場
合
は
２
月
20
日
消
印

有
効
。

■
登
録
有
効
期
間

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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おしらせ・イベント

ま
す
。

■
問
合
先　

地
籍
調
査
課

（
内
線
４
０
５
）

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

１
月
の
し
尿
汲
み
取
り
に
つ
い

て
は
、
冬
場
の
た
め
道
路
へ
の
積

雪
や
路
面
の
凍
結
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
予
定
日
の
設
定
は
行
い

ま
せ
ん
。
汲
み
取
り
希
望
者
は
、

直
接
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
や
手
続
き
内
容
に
よ
っ
て

必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

地
籍
調
査
成
果
の

　

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
に
一
筆
地
調
査
を

実
施
し
た
「
今
井
五
丁
目
の
一

部
」
の
地
籍
調
査
の
成
果
に
よ
る

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

登
記
記
録
、
地
図
な
ど
は
法
務

局
で
交
付
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

め
、
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。

※
来
年
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

（
内
線
３
７
０
）

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

１
月
は
12
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
正
午
、
13

時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
参
し
て
く

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

■
作
業
を
引
き
受
け
ま
す

　

草
刈
り
、清
掃
、庭
木
の
手
入
れ
、

障
子
の
張
替
、農
作
業
手
伝
い
、そ

の
他
可
能
な
作
業
を
引
き
受
け
ま

す
。

■
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

市
内
に
在
住
す
る
原
則
60
歳
以

上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※

毎
月
第
３
水
曜
日
13
時
30
分
〜

　

入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

年
会
費　

２
５
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（
カ
ル
ム
五
條
内
）

☎
２
２
・
５
５
４
１

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

元
気
な
シ
ル
バ
ー
世
代
の
豊
富
な

知
識
や
経
験
を
活
か
し
、地
域
社

会
に
貢
献
す
る
公
共
性
の
高
い
公

益
社
団
法
人
で
す
。

生きがい・笑顔・
元気な毎日
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
で
は
、
も
う
一
つ
特
徴
的
な

描
写
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分
を
拡
大
し

た
の
が
写
真
②
で
、
「
御
廟
」
の
文
字
と

小
さ
な
山
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

奈
良
時
代
後
期
に
宇
智
郡
に
流
さ
れ
亡
く

な
っ
た
井
上
内
親
王
が
葬
ら
れ
た
宇
智
陵

と
み
ら
れ
、
宇
智
陵
が
江
戸
時
代
に
は

「
御
廟
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
一
方
で
内
親
王
の
息
子
で

あ
る
他
戸
親
王
の
墓
は
こ
の
絵
図
に
は
明

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
絵
図
に
は
「
墓
所

山
」
と
い
う
地
名
が
記
さ
れ
て
は
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
他
戸
親
王
の
墓
に
当
た
る
の

か
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
絵
図
か
ら
は

村
の
支
配
関
係
や
現
在
に
残
る
史
跡
な
ど

様
々
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
回
は
碁
盤
絵
図
と
は
こ
と
な
る
絵

図
を
紹
介
し
ま
す
。
（
続
く
）

文
化
財
課
学
芸
員　

山
崎
竜
洋

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
桃
色
で
彩
ら
れ
た
場

所
に
は
「
御
料
」
と
だ
け
記
さ
れ
、
そ
の

土
地
の
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
「
御
料
」
と
記
さ
れ
た
場
所
は
幕

府
領
に
あ
た
る
土
地
で
し
た
。
つ
ま
り
、

御
山
村
に
は
旗
本
船
越
氏
の
領
地
の
ほ
か

に
幕
府
領
が
あ
り
、
旗
本
と
幕
府
と
い
う

二
人
の
領
主
が
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
村
に
複
数
の
領
主
が

い
る
村
を
「
相
給
村
」
と
い
い
ま
す
。
御

山
村
に
つ
い
て
は
絵
図
し
か
資
料
が
残
さ

れ
て
い
な
い
の
で
詳
し
い
事
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
船
越
氏
領
の
庄
屋
と
幕
府
領
の

庄
屋
と
い
う
、
二
人
の
庄
屋
が
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
領
主
が
異

な
る
の
で
、
当
然
年
貢
を
納
め
る
先
や
お

触
れ
な
ど
が
伝
え
ら
れ
る
経
路
も
違
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ま
っ
た

く
村
が
別
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
で
の
行
事
な
ど
は
領
主
の
違

い
は
関
係
な
く
、
村
全
体
で
お
こ
な
わ
れ

　

今
回
は
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
の
御

山
村
（
現
在
の
御
山
町
）
の
碁
盤
絵
図
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
絵
図
は
縦
一
八
九
．

九
㎝
、
横
八
〇
．
五
㎝
と
細
長
い
形
を
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
絵
図
を
見
る
と
村
の
北
側
に
吉
野

川
、
東
側
に
丹
生
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
全
体
的
に
田
畑
が
広

が
っ
て
お
り
、
村
内
に
あ
っ
た
寺
社
な
ど

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
見

る
と
前
回
見
た
霊
安
寺
村
と
は
異
な
る
状

況
を
う
か
が
え
ま
す
。
写
真
①
は
絵
図
の

一
部
分
で
す
が
、
黄
色
く
塗
ら
れ
た
場
所

に
は
小
字
名
、
土
地
の
用
途
、
面
積
が
記
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
９
６
５
人　
　

男
１
５
，
２
０
２
人　
　

女
１
６
，
７
６
３
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
５
２

　
　

（
▲
４
７
）　
　
　
　
　
　
　

（
▲
１
１
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
６
）　
　
　
　
　
　

  　

（
▲
４
）

（
11
月
30
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

描
か
れ
た
五
條
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
３
～

第101回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

出
生
１
２
件　

死
亡
３
３
件

転
入
２
７
件　

転
出
５
２
件

「五條の歴史を探る」では、五條の歴史 文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。
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・ごみ量 394.0㌧

・目標値 380.0㌧

10月結果発表！

14.0㌧

超過！

１月の目標 
  377.4㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭で紙類、プラスチック容器包装類をしっかり分別し、
ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン

めめざせ燃えるごみ

減量チャレンジ！

写真① 旗本領と幕府領の記載

写真② 御廟

も
う
少
し

が
ん
ば
ろ
う
！

ご
り
ょ
う

あ
い
き
ゅ
う
む
ら

ね
ん
ぐ

ご
び
ょ
う

お
さ
べ

う
ち
り
ょ
う

い
が
み

し
せ
き

みんなとつながる
こうほうごじょう

しょう！

る
う 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

１ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日１/11
（水）

１/14
（土）

１/26
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

１/11
（水）

１/25
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

１/18
（水）

）
山
崎
竜
洋

広報五條平成 29 年１⽉号 第 819 号  発⾏
〒637-8501 奈良県五條市本町 1 丁⽬

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

燃え
減量

消費生活・多重債務相談
時間 10時～15時

場所場所 第２第 分庁分庁舎３階階

月・木

広報五條平成 29 年１⽉号 第 819

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～正午

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

１/12
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）高齢者もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

１/11
（水）

税理士による無料税務相談
時間　13時30分～15時30分

場所　中央公民館

1/11
（水）

納税は口座振替のほか、
コンビニでも納付できます。
■問合先
▽税務課（内線 260）
▽保険課（内線 266）

1 月は　市県民税・第 4期
　国民健康保険税・第７期
　　　　　　　の納期です。
納期限は 1 月 31 日（火）まで

15（月）市役所開庁１/４
（水）
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